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コロナに負けないがんばる丼
５月25日の町内小中学校の給食は、スペシャル
メニュー。
ボートピアなんぶからの寄付金を活用し提供
されたもので、牛肉・ハンバーグ・目玉焼き
をご飯にのせたどんぶりを、福田小の６年生
が元気よくほおばりました。
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昨年、ジュノハートが県内デビューし、
三村知事と工藤町長が販売を祝いました。

昨
年
、
県
内
限
定
で
販
売
さ
れ

た
青
森
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
さ

く
ら
ん
ぼ
「
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
」
が
、

今
年
は
つ
い
に
全
国
デ
ビ
ュ
ー
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
は
青
森
県
が
研

究
・
開
発
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目

指
し
た
も
の
で
、
販
売
が
開
始
さ

れ
る
ま
で
に
24
年
も
の
歳
月
が
か

か
っ
て
い
ま
す
。

開
発
の
途
中
、
五
戸
町
の
研
究

所
の
近
く
で
大
規
模
な
山
火
事
が

起
こ
り
ま
し
た
が
、
奇
跡
的
に
原

木
は
被
害
を
免
れ
た
こ
と
か
ら
、

「
奇
跡
の
さ
く
ら
ん
ぼ
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

特
徴
は
、
国
産
品
種
の
中
で
も

最
大
級
の
大
き
さ
で
、
歯
ご
た
え

十
分
。
酸
味
も
少
な
く
、
よ
り
甘

さ
を
感
じ
、
何
個
で
も
食
べ
た
く

な
る
優
れ
た
食
味
と
、
美
し
い
外

観
か
ら
、
贈
答
品
と
し
て
も
最
適

で
す
。

生
産
者
や
開
発
者
の
熱
い
思
い

が
、
愛
ら
し
い
ハ
ー
ト
型
の
果
実

と
な
っ
て
皆
さ
ん
の
前
に
お
披
露

目
。
満
を
持
し
て
全
国
に
羽
ば
た

く
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
を
多
く
の
人
に

味
わ
っ
て
も
ら
い
、
笑
顔
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
は

ど
こ
で
買
え
る
？

今
年
は
町
内
産
直
施
設
、
八
戸

市
内
の
ス
ー
パ
ー
や
果
物
店
、
臨

時
販
売
所
で
の
販
売
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
町
外
の
方
へ
の

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し

て
、
数
量
限
定
で
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
日
本
全
国
の
さ
く
ら
ん

ぼ
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
、
厳
選
さ
れ

た
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
を
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
お
求
め
く
だ
さ
い
。

今
年
は
つ
い
に
全
国
デ
ビ
ュ
ー
‼

青
森
発
の
奇
跡
の
さ
く
ら
ん
ぼ「
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト

ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
」

ジュノハートの年表
H9	 青森県による研究がスタート
H10	 紅秀峰とサミットを交配、
	 育成開始
H18	 試験農園での現地試験開始
H25	 ジュノハートの品種登録
H27	 県内限定で苗木販売
R1	 ジュノハート県内デビュー

ジュノハートの特徴

▶愛らしいハート型の果実

▶糖度約20度でさわやかな甘さ
※佐藤錦は約18度

▶500円玉より大きく、日本一の大きさ
３Ｌ 横幅28mm以上　４Ｌ 横幅31mm以上　５Ｌ 横幅34mm以上
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ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
の
生
産
者
で
あ

り
、
南
部
町
お
う
と
う
「
ジ
ュ
ノ

ハ
ー
ト
」
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
委
員

会
の
山
本
又
一
委
員
長
に
、
ジ
ュ

ノ
ハ
ー
ト
へ
の
思
い
を
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

手
が
け
よ
う
と
思
っ
た
理
由

ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
の
試
験
栽
培
を

行
っ
て
い
る
畑
を
見
学
し
た
と

き
、
こ
れ
ま
で
の
さ
く
ら
ん
ぼ
よ

り
遥
か
に
大
き
な
果
実
が
鈴
な
り

に
実
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
と
て

も
感
動
し
、
自
分
も
栽
培
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

開
発
の
背
景

昭
和
50
年
代
以
降
、
国
内
外
か

ら
優
良
品
種
が
導
入
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
海
外
の
品
種
は
知
的
財

産
扱
い
で
、
特
許
使
用
料
の
負
担

が
発
生
す
る
な
ど
、
将
来
自
由
に

栽
培
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
い

か
、
と
の
懸
念
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
産
地
と
し
て
生
き
残

る
た
め
に
、
自
分
た
ち
で
独
自
の

品
種
を
作
り
、
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か

と
考
え
、開
発
に
着
手
し
ま
し
た
。

当
時
は
紅
秀
峰
が
開
発
さ
れ
、

味
の
良
い
優
れ
た
品
種
と
し
て
評

価
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
サ

ミ
ッ
ト
な
ど
の
大
玉
の
品
種
も

徐
々
に
日
本
人
に
浸
透
し
て
き
て

お
り
、
将
来
的
に
は
大
玉
が
評
価

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

し
た
。
そ
こ
で
味
の
良
い
紅
秀
峰

と
、
果
実
が
大
き
い
サ
ミ
ッ
ト
を

交
配
さ
せ
、
完
成
し
た
品
種
が

ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
で
す
。

開
発
の
苦
労

さ
く
ら
ん
ぼ
の
新
品
種
を
開
発

す
る
こ
と
へ
の
理
解
が
、
周
囲
か

ら
得
ら
れ
な
い
こ
と
に
苦
労
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
さ
く
ら
ん
ぼ
の

生
産
者
か
ら
は
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
の

良
さ
を
認
め
て
も
ら
い
、
研
究
へ

の
理
解
を
示
し
て
も
ら
え
た
こ
と

が
開
発
の
支
え
に
な
り
ま
し
た
。

ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
を郷土

の
誇
り
に

さ
く
ら
ん
ぼ
の
ブ
ラ
ン
ド
化

は
、
青
森
県
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国

的
に
み
て
も
初
め
て
の
試
み
で

す
。
全
国
デ
ビ
ュ
ー
す
る
さ
く
ら

ん
ぼ
を
、
多
く
の
方
に
知
っ
て
も

ら
い
、
お
い
し
く
食
べ
て
も
ら
い

た
い
。
子
ど
も
た
ち
に
も
、
こ
ん

な
素
晴
ら
し
い
さ
く
ら
ん
ぼ
が
あ

る
ん
だ
と
、
郷
土
の
誇
り
に
思
っ

て
も
ら
え
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

生
産
の
流
れ

２
月
か
ら
枝
の
剪
定
作
業
を
始

め
、
花
が
咲
く
５
月
の
初
め
ご
ろ

ま
で
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
人
工

授
粉
、
摘
果
、
６
月
か
ら
は
雨
除

け
ハ
ウ
ス
の
ビ
ニ
ー
ル
張
り
、
着

色
管
理
用
の
シ
ル
バ
ー
シ
ー
ト
設

置
な
ど
の
作
業
を
行
い
ま
す
。

ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
の
収
穫
は
７
月

上
旬
、
そ
こ
が
勝
負
で
す
。

生
産
を
し
て
み
て

ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
は
生
育
が
早

く
、
実
が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
り

ま
す
が
、
そ
の
分
少
し
デ
リ
ケ
ー

ト
で
、
水
を
た
く
さ
ん
与
え
る
と

実
割
れ
が
起
き
や
す
く
な
る
た

め
、
水
や
り
の
管
理
が
特
に
難
し

い
で
す
。

ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
委
員
会

で
の
役
割

委
員
会
で
は
、
青
森
県
と
生
産

者
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
生
産
者

か
ら
の
要
望
の
取
り
ま
と
め
や
、

研
修
会
の
開
催
な
ど
、
県
と
協
力

し
て
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
委
員
会
に
は
約
70
名
の

生
産
者
で
構
成
さ
れ
る
南
部
町

ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
生
産
者
部
会
が
あ

り
、
高
品
質
の
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
を

安
定
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
、

収
穫
や
出
荷
の
時
期
の
足
並
み
を

揃
え
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
生

産
者
の
皆
さ
ん
、
生
産
者
部
会
に

入
会
し
、
一
緒
に
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト

を
盛
り
上
げ
ま
せ
ん
か
？

ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
の
未
来

一
生
産
者
と
し
て
は
、
ま
だ
ま

だ
育
て
方
を
試
行
錯
誤
し
て
い
る

最
中
。
安
定
し
て
４
Ｌ
以
上
の
実

を
生
産
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

あ
と
５
年
も
す
れ
ば
、
南
部
町

は
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
の
一
大
産
地
と

な
る
で
し
ょ
う
。
生
産
者
に
は
た

く
さ
ん
作
っ
て
も
ら
い
、
消
費
者

の
皆
さ
ん
に
お
い
し
く
味
わ
っ
て

も
ら
え
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

青
森
県
独
自
の
素
晴
ら
し
い
さ

く
ら
ん
ぼ
が
で
き
た
の
で
、
町
を

挙
げ
て
応
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

「
奇
跡
の
さ
く
ら
ん
ぼ
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
奇
跡
だ
け
で
終
わ

ら
せ
ず
、こ
れ
か
ら
も
ジ
ュ
ノ
ハ
ー

ト
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

生
産
者
の
声 

ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
の
栽
培
に
携
わ
っ
て

ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
の
開
発
者

南
部
町
お
う
と
う
「
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
」

ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
委
員
会

山
本　
又
一
委
員
長
（
野
場
）

青森県  三八地域県民局  地域農林水産部
農業普及振興室分室　久保　隆総括主幹
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新型コロナウイルス感染症関連

新型コロナウイルス感染症の予防のため、町民の皆さまも「３密」
を避け、自粛をされてこられましたことに、心から感謝申し上げます。
これからも、人との間隔を確保することなど、いわゆる「新しい生活様式」
の定着を図りながら、引き続き感染予防対策にご協力をお願いします。
さて、国の特別定額給付金が既に届いた方々、これからの方々
もおられます。特別定額給付金と町独自の給付金を合わせまして、
約20億円の現金が町民の皆さまに届けられる見込みです。

真の意味でコロナウイルスに打ち勝つためには、様々な対策により経済回復の歩みを進
めていくことが重要になってきます。どうか町民の皆さまにおかれましては、コロナウイルス
感染には十分に気をつけていただいたうえで、町内での飲食、購買など、地元経済のため、
地元消費へのご理解・ご協力をお願いするものであります。

南部町長

町では、独自の新型コロナウイルス対策の支援策第１
弾として、飲食業者緊急対策支援金の給付を、５月１日
と25日の２回行いました。
その後、第２弾の支援策として、支援金の対象を全業

種へ拡大したほか、アルバイト収入の減により学業継続
に支障が生じる恐れのある学生を支援する学生アルバイ
ト支援金、テイクアウトメニューの普及促進などにより
経営を支援する飲食店応援プロジェクト、国民健康保険
税の減額などを行っています。今後もスピード感を持っ
て、支援が必要な方々への対策を実施していきます。

コロナに打ち勝つため、町内の商店や飲食店、施設などを利用しましょう‼

町独自の支援策 を引続き行っていきます

地元での消費をお願いします

５
月
１
日
に
飲
食
業
者
に
対
し
て
支
援
金
の

給
付
を
行
い
ま
し
た
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南部町飲食店応援プロジェクト

なんぶ軽トラ朝市の開催について

町内の飲食店を応援します‼
飲食店応援プロジェクトとは？
テイクアウトや

宅配サービスを積
極的に活用して、
町内の飲食店を
応援しようという
企画です。

軽トラックの荷台などで新鮮な農作物や
食料品、日用品を販売する「なんぶ軽トラ朝市」
を毎週土曜日の朝、開催中です。
新規出店者も大歓迎です。詳しくはなんぶ

軽トラ市実行委員会事務局までお問い合わせ
ください。
※ご来場の際は、マスクの着用等、新型コロナ
ウイルス感染症の予防にご協力をお願いし
ます。

開催日時　毎週土曜日（11月28日(土)まで）
　　　　　午前５時～午前７時　※小雨決行
場所　ふれあい交流プラザ
※８月12日（水）には、同会場で午後４時か
ら夕方市を開催します。
※新型コロナウイルス感染症の状況等に応じ
て、中止となる場合があります。

問合せ　なんぶ軽トラ市実行委員会事務局
　　　　（フラワーショップやなぎや）
　　　☎0179-34-2355

何と交換できるの？

商
品
一
覧

必要なチケット数 引き換えできる商品 数量

15枚 達者米（１キロ） 計500個フルーツ狩り割引券（500円引）
20枚 商工会発行商品券（1,000円分） 300枚
25枚 なべまるパペット 300個

30枚 商工会発行商品券（2,000円分） 100枚
チェリリン村オートキャンプ場利用券　４名分 50枚

※商品の交換は	商工観光課で受付します。　　　　※商品の交換期限は令和３年３月１日です。
（数量限定のため引換商品がなくなり次第終了）

具体的には？
⑴プロジェクトに登録した町内の飲食店でテイ
クアウトまたは宅配メニューを購入します。
⑵500円ごとに1枚チケットがもらえます。
⑶チケットをためると商品と交換できます。
※チケットの配布期限は令和２年12月末日です。
※チケット裏面に購入日、店名の記載がない
ものは無効となりますのでご注意ください。

問合せ　商工観光課（本庁舎）　☎0178-84-2119

必要なチケット数必要なチケット数

み
ほ
ん

商
品

飲食店 商工観光課商工観光課
テイクアウトもしくは
宅配サービスメニューの購入

500円購入毎に
チケット1枚配布

集めたチケットと商品を交換
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登山の安全とコロナの沈静を願って
名久井岳で山開き
５月８日、名久井岳五合目駐車場で名久井岳山開
きが行われ、関係者９人が参加しました。
山開きでは神事とテープカットが行われ、名久井岳
や周辺観光施設の安全、新型コロナウイルス感染症
の沈静を祈願しました。
長年、毎月名久井岳を登山してきた名久井岳登山
会の久保久夫会長は「雨にも雪にも負けず登山を続
けてきたが、コロナには負けてしまい、今年は３月か
ら休止している。550回目の登山を７月に予定してい
るので、成功させたい」と話しました。

５月11日、南部ロータリークラブ（宮本佳悦会長）
より芝刈り機１台を寄贈していただき、贈呈式と芝刈り
の実演が杉沢小学校で行われました。
これは、南部ロータリークラブが毎年行っている社会
福祉事業で、芝刈り機は福地地区の小中学校で活用され
ます。寄贈にあたって宮本会長は「気持ち良く勉強でき
るよう、環境整備に役立ててもらえれば」と話しました。

園地では、新型コロナウイルス感染症への対策として、園
主や従業員スタッフ一同、予防の徹底をしながら、営業をさ
せていただく予定です。
感染予防のため、お客様へはご不便をおかけしますが、次

の事項についてご理解・ご協力をお願いします。
▶もぎ取り体験中以外のマスク着用など、ご自身での予防対策
▶消毒液による手指の消毒（園地に設置）
▶園地・直売所内での他のお客様との一定の距離（２ｍ程度）

の確保
▶混雑を避けるため、一時的な園地への入場制限
▶来園者記録簿へのご記入（園地に設置）
※発熱・咳・倦怠感などの症状があるお客様のご入場は、
お断りさせていただく場合があります。

校庭の芝刈りを行いながら取扱いを学びました

テープカットをする参加者の皆さん

環境整備に役立ててもらえれば
南部ロータリークラブより芝刈り機を寄贈

さくらんぼ狩り６月20日（土）から
７月19日（日）まで

新型コロナウイルス感染症の
対応に係るお客様へのお願い

受付・問合せ　ながわ農業観光案内所　☎0178-76-3020
　　　　　　　〒039-0501 南部町大字上名久井字大渋民山23-2

料金（40分食べ放題）
▶中学生以上 1,000円
▶小学生 700円
▶３歳以上 300円
※団体のお客様（10名以上）
　はご予約が必要です
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子育て通信
おいでよ！子育て支援センターＭＲ（麻しん・風しん混合）

予防接種を受けましょう！ 子育て支援センターは、幼稚園や保育園に通っていない
子どもなら、だれでも参加できます。

子育て相談や園庭の開放、絵本やビデオを貸し出してい
ますので、気軽にご利用ください。

福地こども園 ☎0178-51-9756

わくわくひろば（体験活動）
金曜日／９時30分～11時

６月 5日　紙で遊ぼう
６月12日　運動遊び
６月19日　お外で遊ぼう
６月26日　お誕生会
７月 3日　七夕制作

つどいのひろば（自由活動）
水曜日／９時30分～11時

６月３・10・17・24日
７月１日

子育てサークル にこちゃんクラブ
月曜日／10時～12時

６月８・15・22・29日
７月６日

なんぶこども園 ☎0179-23-0505

こすもすクラブ（体験活動）
水曜日／９時～12時

６月10日　風船であそぼう
６月17日　七夕制作
６月24日　お誕生会
７月 1日　七夕会

サークルちびこす（自由活動）
火・木曜日／９時～14時

６月9・11・16・18・23・25・30日
７月２日

チェリーこども園 ☎0178-51-8585

６月の子育て支援センターは休止します。

認定こども園 あかね幼稚園 ☎0178-76-1801

ハッピークラス
火曜日／10時～11時30分 ６月16・23日

※新型コロナウイルス感染症の影響により変更となる場合
がありますので、ご利用の際は必ず各施設にお問い合わ
せください。

乳幼児健康診査、乳幼児健康相談乳幼児健康診査、乳幼児健康相談 実施場所：南部町健康センター　問合せ：健康福祉課（健康センター）☎0178-60-7100実施場所：南部町健康センター　問合せ：健康福祉課（健康センター）☎0178-60-7100

種別種別 対象者対象者 実施日実施日 受付時間受付時間 場所場所
乳児健康診査乳児健康診査 R1.12月～ R2.2月生まれR1.12月～ R2.2月生まれ ６月18日（木）６月18日（木） 12時15分～12時45分12時15分～12時45分

健康センター健康センター４歳児健康相談４歳児健康相談 H27.8月～9月生まれH27.8月～9月生まれ ６月23日（火）６月23日（火） 13時00分～13時20分13時00分～13時20分
３歳児健康診査３歳児健康診査 H28.7月～9月生まれH28.7月～9月生まれ ７７月月２２日（木）日（木） 12時00分～12時15分12時00分～12時15分
１歳６か月児健康診査１歳６か月児健康診査 H30.8月～10月生まれH30.8月～10月生まれ ７７月９月９日（木）日（木） 12時15分～12時45分12時15分～12時45分

※新型コロナウイルス感染症の影響により、年度当初の予定から変更があります。ご了承ください。

乳幼児予防接種乳幼児予防接種 実施している予防接種：Ｂ型肝炎・Hib・小児用肺炎球菌・四種混合・BCG・MR・水痘・日本脳炎・実施している予防接種：Ｂ型肝炎・Hib・小児用肺炎球菌・四種混合・BCG・MR・水痘・日本脳炎・
ヒトパピローマウイルスヒトパピローマウイルス

医療機関名医療機関名 曜日・受付時間曜日・受付時間 予約予約 その他その他
南部町医療センター 毎週　月・金曜日　 13時～13時20分 全種類 BCGは６月８日、７月13日
南部病院 毎週　水曜日　　　 13時～13時30分 全種類 BCGは行っていません。

川守田外科胃腸科 月・火・水・金曜日  9時～11時　15時～17時
木・土曜日　　　　  9時～11時 全種類 BCGは６月10日、７月８日

かわむら内科クリニック
月・火・木・金曜日  9時～11時30分　
　　　　　　　　　 14時～17時30分
水・土曜日　　　　  9時～11時30分

B型肝炎・
ヒトパピローマウイルス

はらだクリニック 月・水・金曜日　　  9時～12時　15時～17時
火・木・土曜日　　  9時～12時

B型肝炎・
ヒトパピローマウイルス

スワンクリニック 月・火・水曜日　　  9時～11時
金曜日　　　　　　  9時～11時　14時～17時 全種類

※実施している予防接種の中で、予約が必要なものを記載しています。それ以外のものは、予約なしで受けられます。

麻しん（はしか）は感染力が強く、予防接種
を受けないと多くの人がかかり、流行する可能
性があります。発症から回復まで約７～10日間
と長いため、体への負担が大きく、命にかかわ
る合併症を起こすこともあります。
風しんは未だに流行し、近年は働き盛りの世
代の流行が問題になっています。特に、妊娠初
期の女性がかかるとおなかの赤ちゃんへの影響
（先天性風しん症候群）が心配な病気です。
ワクチンの接種だけが感染を防ぐただ一つの
方法です。対象年齢になったら、なるべく早く
予防接種を受けましょう！また、十分な免疫を
つけるために、第１期、第２期の合計２回接種
しましょう。

問合せ　健康福祉課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

対象年齢
第１期　生後12 ～24か月未満
　　　　（２歳の誕生日の前日まで）
第２期　小学校入学前の１年間：年長児
　　　　（令和３年３月31日まで）

費　用　対象年齢内は無料
その他　町では、妊娠を希望する女性や妊娠
中の女性と同居している家族等を対象に、風し
ん抗体検査と予防接種の費用助成を行っていま
す。助成を希望される方は、事前に申請手続き
が必要になります。助成内容等につきましては、
健康福祉課へお問い合わせください。
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歯周病検診
対象
町内に住民登録している方で、３月末までに、
２０・２５・３０・３５・４０・４５・５０・
５５・６０・６５・７０歳になる方
※対象者には受診券をお送りします。

場所　町内歯科医院
内容　	問診・口腔内検査（現在の歯及び歯周組織

の状況、口腔内清掃状況等）
費用　無料
持参する物　受診券、保険証

妊産婦歯科健康診査
対象　町内に住民登録のある妊産婦

※妊娠届出時及び出生届出時に
受診票を交付します。

受診期間　妊娠中に1回、産後１年以内に１回
場所　町内歯科医院
内容　口腔内診査、歯科保健指導
費用　無料
持参する物　受診票、母子健康手帳、保険証

後期高齢者歯科健康診査
対象　町内に住民登録して
　　　いる７５歳以上の方　
場所　町内歯科医院
内容　問診・口腔内検査

（現在の歯及び歯周組織の状況、口腔内清
掃状況、口腔機能の状態）　

費用　無料
持参する物　受診券、保険証
※対象者には通知しますので、希望する方は健康
福祉課にお申し込みください。
申込み後、受診券をお送りします。

幼児フッ素塗布
対象　町内に住民登録のある１歳
　　　６か月～６歳の幼児

※対象者には塗布券（各年齢
１～２枚）を交付します。

場所及び方法　町内歯科医院で塗布
費用　無料
持参する物　フッ素塗布券、保険証

フッ素には歯の質を強くしてむし歯になりにく
くする働きがあります。お子様の歯をむし歯から
守るために、ぜひご利用ください。

﹁すこやか南部﹂通信

今月のテーマ「歯科口腔の健康」
歯と口の健康づくりは、子どもの健やかな成長、健康寿命の延伸につながります!
歯を失う原因は、歯周病やむし歯が約７割です。おいしく食べ、健康な生活を送るために、歯周病や

むし歯から歯を守りましょう。口腔には、かむ・飲み込むほかに、会話をする・表情を作るなどの機能が
あります。口腔機能を維持・回復させ、「健康で長生き」を目指しましょう。
町では、妊娠期から高齢期まで生涯を通じた各種歯科口腔保健事業を実施します。ぜひご利用ください。

問合せ 健康福祉課（健康センター）
 ☎0178-60-7100

パート１

よくかんで食べよう
・１口30回を目標に
・１口の量を少なくする
・かみごたえのあるものを食べる
・食材は大きめに切る

歯の質をよくする食品
ビタミンＡ：緑黄色野菜、レバーなど
タンパク質：肉、魚、大豆製品など
カルシウム：乳製品、小魚など
ビタミンＣ：果物、野菜
ビタミンＤ：魚、きのこ

歯周病やむし歯から歯を守るための３か条
①正しい歯みがき　②よい生活習慣　③定期的な歯科健診

歯周病検診
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児童手当にかかる
現況届の提出について

子育て世帯への
臨時特別給付金について

児童手当は、中学校卒業まで（15歳に達し
た年度末まで）の児童を養育している人に給
付されます。
児童手当を引続き受給するためには、「現況
届」を提出していただく必要があります。対
象の方には現況届の用紙を６月初旬に郵送し
ますので、期限内に必ず提出してください。

国が行っている「新型コロナウイルス感染
症緊急経済対策」において、新型コロナウイ
ルス感染症の影響を受けている子育て世帯を
支援する観点から、児童手当を受給している
世帯に対し、対象児童一人あたり１万円を臨
時特別給付金として支給します。

提出期限　６月30日（火）
提出書類
⑴児童手当・特例給付　現況届
⑵健康保険証のコピーまたは年金加入証明書
※そのほか受給者に応じて必要な書類が異な
りますので、詳しくは郵送する「現況届提
出のお知らせ」をご確認ください。
※現況届の提出がない場合、６月分以降の児
童手当の給付が差し止めとなる可能性があ
りますので、ご注意ください。

公務員以外の受給者の方
申請は不要です。
６月中に、支給します。

公務員の受給者の方
申請が必要です。
職場から配布される申請書に必要事項を
記入し、職場からの証明を受けた上で、
お住まいの市町村へ申請してください。

問合せ　健康福祉課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

問合せ　健康福祉課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

達者de健康相談 献血に
ご 協 力 お 願 い し ま す～今よりもっと“達者”になりたい人に～

開催日　６月８日（月）・29日（月）
　　　　７月20日（月）
時　間　13時30分～18時
　　　　（最終受付17時30分）
場　所　健康センター２階　運動指導室
内　容
体組成測定（体脂肪・筋肉量）、血管年齢
測定、骨密度測定、血圧測定、内臓脂肪
量測定、保健師・栄養士による健康相談
※新型コロナウイルス感染症対策のため完
全予約制とします。また、運動器具の使
用は当面の間、中止とさせていただきます。
※健診結果をお持ちの方は、最近の結果票
をご持参ください。

費　用　無料
問合せ　健康福祉課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

病気やけがなどで輸血を必要としている
人の命を救うため、18歳から65歳の健康な
人に400mlの献血をお願いしています。
献血にご協力いただいた方には血液検査

の結果が送付され、健康管理に役立てるこ
とができますので、初めての方もぜひご協
力ください。
日　時　６月25日（木）
▶夏堀組　　　９時～11時30分
▶南部分庁舎　13時～16時

その他
安全で責任のある献血をお願いするた

め、運転免許証など本人確認ができるも
のを持参してください。　

問合せ　健康福祉課
　　　　（健康センター）
　　　☎0178-60-7101
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国保からのお知らせ

問合せ　健康福祉課（健康センター）　☎0178-76-3323
　　　　税務課（南部分庁舎）　　　　☎0179-34-2586

被保険者記号番号が変更になります！
町では、国保システムを国の標準システムに入れ替
えのため、８月１日から被保険者記号番号が変更にな
ります。
これに伴い国保税を年金から天引き（仮徴収）され

ていた方は、４月・６月の仮徴収分を還付することと
なり、普通徴収（口座登録なしの場合、納付書による
窓口払い）に切り替わりますので、ご理解のほどよろ
しくお願いします。

なお、国保税の納付書は７月初旬に、新被保険者証は７月下旬までに送付します。

国保税を１人10,000円減税！
新型コロナウイルスの感染拡大で地域経済や町民生活に大きな影響を及ぼしていることから、
自営業や第一次産業従事者の多くが加入している国民健康保険の保険税を臨時的に減税します。

変更前
医　療 後　期 介　護

所得割（所　得） 8.60％ 1.80％ 1.80％
均等割（被保数） 26,400円 8,000円 12,000円
平等割（世帯数） 29,000円 8,000円 7,000円

変更後
医　療 後　期 介　護

所得割（所　得） 8.60％ 1.80％ 1.80％
均等割（被保数） 16,400円 8,000円 12,000円
平等割（世帯数） 29,000円 8,000円 7,000円

変更前 変更後 差額
軽減のない方 26,400円 16,400円 10,000円

２割軽減者 21,120円 13,120円 8,000円
５割軽減者 13,200円 8,200円 5,000円
７割軽減者 7,920円 4,920円 3,000円

５００・・・・

▲10,000円

南国保
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後期高齢者医療被保険者の皆さんへ

問合せ　健康福祉課（健康センター）　☎0178-60-7100

お薬代負担軽減のご案内
ジェネリック医薬品に切り替えるとお薬代

が安くなる可能性がある方へ、「お薬代負担軽
減のご案内」を６月下旬に送付し、どのくら
い安くなるかお知らせします。ジェネリック
医薬品の利用を希望する方は、医師や薬剤師
にご相談ください。
詳しくは、青森県後期高齢者医療広域連合

(☎017-721-3821)へお問い合わせください。

健康診査を受けましょう
後期高齢者医療制度に加入している方を対象に、１年に１回無料で受けられる健康診査を下記

のとおり実施します。
なお、今年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、延期等になる可能性があります。変

更の都度、皆さんにお知らせしますので、どうぞご理解とご協力をお願いします。

振込口座の変更届出について
高額療養費等の給付申請の際に届出した振

込口座を変更（解約・金融機関の店舗統廃合等）
した場合は、必ず健康福祉課まで届出してく
ださい。
※届出がないと振込みができなくなりますの
で、お早めに届出をお願いします。

問合せ　健康福祉課（健康センター）
　　　　☎0178-76-3323

【集団健診】　受診を希望する際は、健康福祉課（保健医療班）までお申込みください。
地　区 健診日 場　所 当日受付時間 申込先

福　地 ８ 月19日～21日 ゆとりあ

７時～９時
健康福祉課

☎0178-60-7100

８ 月24日～25日

南　部
８ 月27日 ふれあい

交流プラザ９ 月18日
10月27日～28日 南部公民館

名　川 10月26日 剣吉公民館

全地区
８ 月23日 ゆとりあ

７時～９時11月29日 南部公民館
12月６日 ゆとりあ

【個別健診】　受診を希望する際は、健診機関へ直接電話等でお申込みください。
健診機関 電話番号 実施期間 当日受付時間

南部町医療センター 0178-76-2001 令和２年５月～令和３年３月 ７時45分～８時

八戸西健診プラザ 0178-21-1717 令和２年５月～令和３年３月 ８時～10時20分
13時～14時

八戸市総合健診センター 0178-45-9131 令和２年５月～令和３年３月 ※
五戸町健診センター 0178-62-5510 令和２年５月～令和３年２月 ７時～７時30分

※八戸市総合健診センターでは、受診される健診によって受付時間が異なりますので、詳しくは八
戸市総合健診センターへお問い合せください。
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前
回
ご
紹
介
し
た
安
産
祈
願
の

犬
形
土
製
品
か
ら
は
、
聖
寿
寺
館

の
三
戸
南
部
氏
と
都
の
上
流
階
級

と
の
交
流
が
読
み
取
れ
ま
し
た
。

で
は
当
時
、
聖
寿
寺
館
に
は
ど
の

よ
う
な
都み

や
こ
び
と人
が
来
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か
？

図
１
は
大
阪
天
満
宮
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
連れ

ん
が歌
の
記
録
で
、
驚
く

べ
き
こ
と
に
、
そ
こ
に
は
今
か
ら

約
五
〇
〇
年
前
に
都
の
連
歌
師
が

聖
寿
寺
館
に
長
期
滞
在
し
た
時
に

詠よ

ま
れ
た
歌
の
数
々
が
記
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

連
歌
は
複
数
人
で
和
歌
の
上か

み

の

句
と
下し

も

の
句
を
、
即
興
で
順
番
に

か
け
合
い
の
よ
う
に
詠
み
合
わ
せ

て
い
く
形
式
の
和
歌
で
す
。
室

町
時
代
に
は
こ
の
か
け
合
い
を

１
０
０
回
繰
り
返
す
百
句
連
歌
が

定
着
し
、
さ
ら
に
、
１
０
０
０
回

繰
り
返
さ
れ
る
千
句
連
歌
も
登
場

し
ま
し
た
。
連
歌
は
現
代
に
例
え

れ
ば
、即
興
の
ラ
ッ
プ
バ
ト
ル（
歌

と
し
て
の
ラ
ッ
プ
の
か
け
合
い
）

の
よ
う
な
も
の
で
す
。

室
町
時
代
は
、「
一
日
三
食
」「
茶

の
湯
」「
生
け
花
」「
日
本
庭
園
」「
書

院
造
り
」「
畳
敷
き
」「
風
呂
と
入

浴
」
な
ど
、
現
代
に
通
じ
る
日
本

の
伝
統
文
化
が
次
々
と
誕
生
し
た

時
代
で
し
た
が
、
連
歌
も
こ
の
時

代
の
上
流
階
級
の
間
で
広
ま
っ
た

芸
能
の
一
つ
で
し
た
。

連
歌
を
本
格
的
に
大
成
さ
せ
、

全
国
に
広
め
た
の
は
室
町
時
代
中

期
に
活
躍
し
た
連
歌
師
宗そ

う
ぎ祇
で
す

（
図
２
）。

宗
祇
は
公
家
や
幕
府
の
上
級
武

士
と
交
流
を
持
ち
、
中
国
地
方
の

大
内
氏
や
越
後
国
の
上
杉
氏
ら
地

方
の
有
力
大
名
に
招
か
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
宗
祇
は
南
部
氏

と
も
交
流
を
持
っ
て
い
た
よ
う

で
、
弘
前
大
学
名
誉
教
授
の
齊
藤

利
男
氏
は
三
戸
南
部
氏
第
21
代
当

主
信の

ぶ
よ
し義
が
室
町
幕
府
第
11
代
将
軍

足
利
義よ

し
ず
み澄
の
就
任
祝
い
の
た
め
上

洛
し
た
際
、
宗
祇
と
交
流
を
持
っ

て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
ま

す
。

宗
祇
死
後
は
弟
子
の
卜ぼ

く
じ
ゅ
ん純
が
実

質
的
に
跡
を
継
い
だ
よ
う
で
す
。

卜
純
は
九
州
出
身
で
、
延
徳
３

年
（
１
４
９
１
）
に
上
洛
し
、
宗

祇
の
弟
子
と
な
っ
た
人
物
で
、
都

の
連
歌
会
の
中
心
と
な
っ
て
活
躍

し
、
高
い
地
位
に
上
り
詰
め
ま
し

た
。
当
時
の
実
質
的
な
幕
府
の
最

高
権
力
者
・
管
領
の
細
川
高た

か
く
に国
と

も
交
流
を
持
ち
、
中
央
政
界
で
も

大
き
な
人
脈
を
持
っ
て
い
た
よ
う

で
す
。

こ
の
卜
純
が
三
戸
南
部
氏
の
招

き
で
聖
寿
寺
館
を
訪
れ
た
様
子
が

次
の
連
歌
か
ら
読
み
取
れ
ま
す
。

（
永
正
五
年
春
）

南
部
源
安
信
代
は
じ
め
の
一
座
に

ち
ぎ
ら
ば
と
花
も
お
も
は
ん
若
木
か
な

も
ら
さ
じ
の
霞
や
木
々
の
花
が
す
み

花
も
い
ざ
松
か
ふ
ば
し
き
苔
の
庭

お
り
か
ざ
す
往
来
を
花
の
し
げ
木
か
な

た
ち
さ
ら
で
あ
さ
ゐ
る
雲
や
山
桜

下
草
も
こ
ゝ
ろ
の
た
け
の
花
野
哉

花
に
さ
く
小
草
や
に
ほ
ひ
苔
の
庭

こ
の
記
録
か
ら
、
卜
純
が
永
正

５
年
（
１
５
０
８
）
か
そ
の
前
年

に
三
戸
南
部
氏
第
23
代
当
主
安や

す
の
ぶ信

（
図
３
）
の
招
き
で
奥
州
に
下
向

し
、聖
寿
寺
館
に
逗
留
し
な
が
ら
、

連
歌
会
を
催
し
て
い
た
こ
と
が
推

測
で
き
ま
す
。
連
歌
会
は
第
23
代

安
信
の
当
主
就
任
祝
い
と
し
て
、

若
木
が
生
え
、
花
が
咲
く
春
の
季

節
に
聖
寿
寺
館
の
内
部
で
催
さ
れ

た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
連
歌
を
詠

ん
だ
屋
敷
の
中
に
は
松
に
彩
ら
れ

た
苔
の
庭
が
あ
り
、
山
桜
も
見
え

て
い
た
こ
と
も
読
み
取
れ
ま
す
。

聖
寿
寺
館
跡
の
発
掘
調
査
で

は
複
数
の
時
期
の
建
物
跡
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
卜
純
が

滞
在
し
た
１
５
０
８
年
段
階
の

中
心
建
物
と
い
う
と
、
２
年
前

の
平
成
30
年
度
に
全
容
が
確
認

さ
れ
た
二
階
建
て
の
可
能
性
が

想
定
さ
れ
る
建
物
の
時
期
に
あ

た
り
、
そ
こ
で
歌
が
詠
ま
れ
た

可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

卜
純
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
人
物

で
、
次
の
連
歌
か
ら
翌
年
の
永
正

６
年
（
１
５
０
９
）
は
じ
め
頃
ま

で
聖
寿
寺
館
に
滞
在
し
な
が
ら
天

台
寺
（
二
戸
市
浄
法
寺
）
や
岩
手

山
付
近
、
歌
枕
で
有
名
な
末
の
松

山
（
一
戸
町
）
ま
で
脚
を
伸
ば
し
、

各
地
を
観
光
し
な
が
ら
連
歌
を
詠

ん
で
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。

（
永
正
五
年
初
夏
　
天
台
寺
に
て
）

桂
清
水
と
い
へ
る
山
寺
に
て

月
に
か
る
や
ど
り
や
か
つ
ら
ほ
と
ゝ
き
す

ひ
ま
も
る
か
よ
そ
め
も
花
の
か
き
つ
は
た

卯
花
や
廿
日
あ
ま
り
の
夕
月
夜

よ
る
や
雨
今
朝
ぬ
れ
色
の
ふ
か
み
草

名
を
か
ら
は
に
ほ
ふ
あ
や
め
や
花
か
つ
み

秋
の
田
の
は
つ
風
な
ひ
く
早
苗
哉

（
永
正
五
年
夏
）

岩
手
山
ち
か
き
わ
た
り
に
て

歴
史
発
見

「
な
ん
ぶ
が
く
」

歴
史
連
載

聖
寿
寺
館
に
長
期
滞
在
し
た

都
人
と
の
即
興
歌
バ
ト
ル

其の十四

山
の
名
の
い
わ
て
忍
ふ
な
ほ
と
ゝ
き
す

（
永
正
五
年
秋
）

す
ゑ
の
松
山
（
浪
打
峠
）
に
て

松
山
の
秋
の
ち
し
ほ
や
鹿
の
声

山
み
れ
は
木
か
ら
し
に
ふ
く
野
分
哉

行
人
に
時
雨
を
し
た
ふ
や
と
り
か
な

聖
寿
寺
館
を
辞
去
し
た
卜
純

は
、
連
歌
師
と
し
て
は
じ
め
て
蝦

夷
が
島
（
北
海
道
）
に
わ
た
り
、

松
前
で
連
歌
を
詠
ん
だ
後
、深
浦
・

日
本
海
側
経
由
で
都
へ
戻
っ
た
よ

う
で
す
。

聖
寿
寺
館
の
三
戸
南
部
氏
は
都

の
最
新
の
流
行
を
敏
感
に
取
り
入

れ
た
戦
国
大
名
で
し
た
。

文
責		

史
跡
対
策
室		

布
施
和
洋

図２　連歌師宗祇
（国立歴史民俗博物館所蔵）

図１　連歌師卜純と23代安信の連歌記録
（大阪天満宮所蔵）

図３　23代南部安信肖像画
（もりおか歴史文化館所蔵）
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名川中学校図書室１階（町民図書室） 《おはなし会》

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、
６月のおはなし会はお休みします。

《おすすめセレクション》

ママにはなれないパパ　　鈴木　おさむ

育児はしんどい、でも楽
しい！

仕事を控えて育児に熱中
する著者の、父親目線の３
年間の子育て奮闘記。

図書室の蔵書を検索できる図書検索
システムです。ご活用ください。
URL：http://www.libeye.net/nanbu/

町民の皆さまはどなたでもご利用できます

図書室からのお知らせ
休 室 日  ６月８日（月）、15日（月）、22日（月）、29日（月）

【問合せ】名川中学校図書室１階  ☎0178-76-3121

《今月の新刊》

◆スマホで困ったときに開く本	 朝日新聞出版
◆心をいやす2人キャンプ	 マツオカミキ
◆茶聖	 伊東　潤
◆ひこばえ　上・下	 重松　清
◆十字架のカルテ	 知念　実希人
◆緋色の残響	 長岡　弘樹
◆暴虎の牙	 柚月　裕子
◆いかがなものか	 群　ようこ
◆グレタのねがい	 ヴァレンティナ・キャメリニ
◆ぱぱんがパン！	 柴田　ケイコ

～各校の特色ある教育～

「南中愛・南中家族」
本校は昭和36年に向・平良崎両中学校を統合

して創設され、今年度59年目を迎えます。創設
時から「文武両道」をスローガンとし、その実
現へ向け教育活動に取り組んできました。
生徒数の減少により、今年度は生徒数が99名

と、100名をきりました。体育祭や合唱コンクー
ル等の学校行事も、形を変えて工夫しながら実

施しています。部活動も、年によっては
団体が組めない部も生じてきています。
そのような中でも、生徒たちはそれぞ
れの目標に向け精一杯努力し、諸活動
に取り組んでいます。生徒会では、平
成14年度生徒会長の「南部中を愛しま
しょう」の言葉を忘れてはいけないと、
「南中愛・南中家族」のスローガンを
今も受け継ぎ、全校生徒が一つ屋根
の下で生活する家族として、辛いと
きにはともに乗り越えていく集団を
つくろうと頑張っています。
社会の状況がめまぐるしく変化
していますが、今後も、これま
で以上に保護者・地域の皆さん
のご支援とご協力をいただきな
がら、教育活動を推進したいと
考えています。

校長：田名部　政幸　　生徒数：99名南部中学校

生徒会入会式 生徒会スローガン

施しています。部活動も、年によっては
団体が組めない部も生じてきています。
そのような中でも、生徒たちはそれぞ
れの目標に向け精一杯努力し、諸活動
に取り組んでいます。生徒会では、平
成14年度生徒会長の「南部中を愛しま
しょう」の言葉を忘れてはいけないと、
「南中愛・南中家族」のスローガンを
今も受け継ぎ、全校生徒が一つ屋根
の下で生活する家族として、辛いと
きにはともに乗り越えていく集団を

社会の状況がめまぐるしく変化
していますが、今後も、これま
で以上に保護者・地域の皆さん
のご支援とご協力をいただきな

生徒数：99名

生徒会スローガン
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厚生労働大臣認定・健康増進施設

バーデパークだより

バーデパークでは現在、お弁当、オードブルの配達・ドライ
ブスルーを承っています。

※南部町飲食店応援プロジェクト参加店です。

メニュー（税込）
豚カツ弁当	 750円　
ハンバーグ弁当	 750円
牛バラ焼弁当	 750円
から揚げ弁当	 650円
カツ丼	 650円
サラダ・ポテト等	 200円～
特製オードブル	 5,400円
（おかず単品は100円引き）

この広報をご覧の方限定！ 

お引取りの場合はお弁当５個
以上で１個につき50円割引、
オードブルは400円割引とな
ります。お弁当のデリバリー
（町内に限ります）は５個以
上からとなります。
※ご予約の際に「広報を見た」
とお伝えください。

バーデパーク式ドライブスルー
入館する事なく、敷地に入ってすぐの専用駐車場にてお会計、受渡しを行います。お弁当は引渡しの２時間
前まで、オードブルは４日前までに電話予約が必要です。詳しくはお問い合わせください。
お引渡し時間　11時30分～19時00分

危険物安全週間について

６月７日から13日まで、全国一斉に危険物安
全週間が実施されます。推進標語は、「訓練で	
確かな信頼　積み重ね」です。
皆さんの家庭にもいろいろな危険物が存在し

ています。暖房用の灯油、自動車用のガソリン
や軽油、揚げ物などに使うサラダ油など、私た
ちの日常生活は知らず知らずのうちに危険物に
取り囲まれています。　　
ちょっとした不注意で大きな火災や事故が発

生してしまいますので、取扱いや保管には十分
な注意が必要です。次のことを守り、火災や事
故を起こさないよう注意しましょう。

危険物に対する防火のチェックポイント
①火気の近くで危険物を取り扱わない。
②スプレー缶を焚き火などの中に捨てたり、暖
房器具のそばや直射日光の当たるところに置
かない。
③製品の注意事項をよく読み、正しく取り扱う。
④てんぷらなどの揚げ物をしているときは、絶
対にその場を離れない。離れる場合は必ず火
を止める。
⑤油の染み込んだ新聞紙、揚げカスは、こまめ
に処分する。
⑥ガソリンなどは、蒸気が発生しないように専用
の密閉容器に入れ、換気の良い冷暗所に置く。

問合せ　三戸消防署　☎0179-22-1140　　三戸消防署名川分署　☎0178-76-2416
　　　　三戸消防署福地分遣所　☎0178-84-2103

無料券利用の方５名様より無料送迎を
行います。事前に予約が必要となります
ので、詳しくはお問合せください。
お風呂、プール、トレーニングジム等
ご利用出来ます。（水着貸出無料）

☎ 0178-84-2850

STAY HOME されている
頑張る皆さんを応援します！！！

★朝風呂営業
６時～８時まで
（受付は７時30分まで）

★今月の休館日
6月16日（火）17日（水）18日（木）

★今月２６日はフロの日
通常450円→特別価格330円

町からの入浴無料利用券を
お使いください

※画像はイメージです。

無料利用券
（3施設共通）

利用期限   令和 3年 3月31日

様

温泉保養館
バーデハウスふくち
温泉保養館
バーデハウスふくち

プールと入浴 入浴

令和2年度
南部町入浴施設等利用事業

農林漁業体験実習館
チェリウス
民間入浴施設
福田温泉 ゆらくや福泉

笑顔あふれる
健康のまち

発行  南部町健康福祉課 地域福祉班（電話 0178－60－7101）

■本券1枚で、3施設いずれかを無料で利用でき
ます。

■ご本人に限り利用できます。他人名義の利用券
の使用、他人への譲渡はできません。
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6 June
4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE

デーレース ナイターレース

国勢調査の調査員を募集します
総務省では、令和２年10月１日現在で、全国一斉
に「令和２年	国勢調査」を実施します。この調査は、
日本国内に住んでいる全ての人・世帯を対象に５年
ごとに行われる国の最も重要な統計調査です。
町では、国勢調査の調査員として従事してくださ
る方を募集しています。調査員には、薄謝ではあり
ますが報酬が支給されます。統計調査に関心のある
方は、お気軽にお問い合わせください。

従事期間　８月下旬～10月下旬
申込期限　６月26日（金）
問合せ　企画財政課（本庁舎）　☎0178-84-2112

福
地
短
歌
会

満
ち
足
り
て
散
り
て
ゆ
き
し
や
こ
の
春
の
桜
を
愛
づ
る
人
ら
少
な
く

川
守
田
慶
三

令
和
二
年
前
例
の
な
き
不
況
な
り
コ
ロ
ナ
が
で
な
け
り
ゃ
楽
し
め
た
の
に

大
久
保
雪
夫

庭
前
の
盛
り
の
桜
眺
め
む
と
贅
沢
も
の
の
飲
食
調
ふ

奥
寺　

睦
子

入
所
し
て
外
出
す
る
こ
と
な
く
暮
し
を
り
訪
れ
る
人
ま
し
て
少
な
し

工
藤　

裕
正

両
足
の
指
の
動
き
も
落
ち
着
か
せ
耳
垢
取
ら
ん
と
掻
き
棒
ま
は
す

坂
上　

傳
吉

里
は
春
白
梅
咲
け
ば
鵯
が
蜜
に
さ
そ
は
れ
ピ
ー
ヨ
ピ
ヨ
鳴
く

水
梨　

正
夫

優
人
く
ん
ひ
孫
ぞ
誕
生
あ
り
が
た
し
元
気
に
育
て
と
ひ
た
す
ら
祈
る

根
市　

政
志

な
ん
ぶ
短
歌
会

う
ぐ
ひ
す
の
鳴
き
声
の
す
る
木
々
仰
ぐ
姿
見
え
ね
ど
碧
空
ま
ぶ
し

馬
場　

昭
子

散
る
海
の
後
継
ぐ
ご
と
く
桃
の
花
ふ
く
ら
み
は
じ
む
果
樹
多
き
里

馬
場　
　

操

郭
公
の
声
い
づ
こ
よ
り
晴
れ
や
か
な
気
分
に
庭
の
草
取
り
は
づ
む

馬
場　

敬
子

花
冷
え
に
り
ん
ご
の
花
も
ま
ご
つ
い
て
温
度
の
上
昇
幾
日
も
待
つ

坂
本　

綾
子　

さ
く
ら
花
噴
き
上
ぐ
る
が
に
咲
く
時
季
を
小
雨
と
風
の
低
温
つ
づ
く

佐
々
木
冴
美

廃
校
の
ま
ま
遺
さ
れ
し
ビ
ル
の
窓
さ
く
ら
吹
雪
の
大
樹
を
映
す

八
木
田
順
峰

若
　
草
　
会

あ
じ
さ
い
の
若
み
ど
り
葉
は
枝
先
に
花
芽
を
つ
つ
み
こ
ん
も
り
と
見
ゆ

中
野　

静
子

小
さ
き
手
と
こ
ね
こ
ね
す
る
は
さ
ぞ
楽
し
は
ず
み
て
摘
み
し
緑
の
よ
も
ぎ

工
藤　

孔
子

木
々
の
芽
は
あ
る
か
な
き
か
の
色
つ
け
て
一
晩
に
し
て
緑
を
ま
と
う

一
ノ
渡　

綮

空
あ
お
ぎ
飛
行
機
雲
の
行
く
先
に
海
原
も
大
地
も
み
ど
り
あ
ふ
れ
て

藤
野　

幸
枝

霜
畑
に
み
ど
り
ピ
シ
ッ
と
天
指
し
て
元
気
い
っ
ぱ
い
葱
の
び
て
い
る

向
山　

敦
子

休
校
の
孫
に
せ
が
ま
れ
遊
ば
れ
て
喉
を
う
る
お
す
冷
た
き
緑
茶

鶴
飼　

千
年

役立っています！ ボートピアなんぶ交付金
災害用ヘルメットを購入したことにより、地震等の災害発生時にその対応に携わる
者、また地域住民の安全確保が期待されます。（小向自主防災会）

多摩川
一般戦

児島
一般戦 鳴門GⅠ大渦大賞 多摩川

一般戦 児島ＧⅢウエスタンヤング 戸田一般戦 宮島SGグランドチャンピオン 常滑一般戦

浜名湖GⅢ
オールレディース
薄暮

津ヴィーナスシリーズ 常滑GⅢオールレディース 江戸川GⅢオールレディース 常滑
一般戦 戸田ＧⅢ企業杯 江戸川

ＧⅡ

若松一般戦 桐生一般戦 下関
一般戦

若松
一般戦 桐生ＧⅢイースタンヤング 大村一般戦 若松一般戦 大村

一般戦 桐生一般戦

大村GⅠ海の王者決定戦 住之江一般戦 若松一般戦 住之江一般戦 下関ヴィーナスシリーズ
住之江
ＧⅢ
企業杯
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お知らせ
information

行政相談・人権相談
新型コロナウイルス感染症の
予防のため、６月の行政相談・
人権相談は休止します。

問合せ
▷行政相談は総務課（本庁舎）

☎0178-84-2111
▷人権相談は住民生活課（南部

分庁舎）☎0179-34-2509

７・８月の休日窓口開設日
期日　７月４日（土）、18日（土）
　　　８月１日（土）、15日（土）
時間　８時15分～12時
場所　住民生活課（南部分庁舎）
業務内容　 住民票・印鑑証明書

の交付、印鑑登録
※ 平日は、当日16時までの電話

予約で、18時まで窓口の時間
を延長できます。業務内容は
休日窓口と同じです。

問合せ  住民生活課（南部分庁舎）
☎0179-34-2509

南部町の人口と世帯数
（令和２年５月20日現在）

対先月比

人　口 17,727 人 （−13）
男 8,427 人 （− 3）
女 9,300 人 （−10）

世帯数 7,461 世帯（＋11）

開催案内
町
税
徴
収
の
猶
予
が

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
町
税
を
一
時
に
納

付
す
る
こ
と
が
不
可
ま
た
は
困
難

な
場
合
、
申
請
し
て
認
め
ら
れ
る

と
、特
例
に
よ
る
徴
収
の
「
猶
予
」

が
利
用
で
き
ま
す
。

特
例
猶
予
の
対
象

（
①
と
②
の
い
ず
れ
も
満
た
す
方
）

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
収
入
が
前
年
同
期
と
比
べ
て

概
ね
20
％
以
上
減
少
。

②
一
時
に
納
税
す
る
こ
と
が
困

難
。

特
例
猶
予
に
よ
る
措
置
内
容

▼
延
滞
金
が
発
生
し
ま
せ
ん
。

▼
原
則
１
年
間
徴
収
が
猶
予
さ

れ
ま
す
。

▼
無
担
保
で
利
用
で
き
ま
す
。

問
合
せ

税
務
課
（
南
部
分
庁
舎
）

☎
０
１
７
９
・
34
・
２
５
８
６

お知らせ
自
動
車
税
種
別
割
の

納
期
内
納
付
の
お
願
い

自
動
車
税
種
別
割
は
６
月
30

日
（
火
）
ま
で
に
、
最
寄
り
の
金

融
機
関
、
郵
便
局
ま
た
は
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
ま

し
ょ
う
。

納
税
通
知
書
で
自
動
車
税
種

別
割
を
納
付
し
た
場
合
は
、
領

収
ス
タ
ン
プ
の
押
印
を
受
け
ま

す
と
、
納
税
証
明
書
と
し
て
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
専
用
サ
イ
ト
か
ら
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
納
付
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

申
請
方
法

各
庁
舎
窓
口
ま
た
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
申
請
用
紙
に
ご

記
入
の
う
え
、
必
要
な
資
料
を

添
え
て
税
務
課
ま
で
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

そ
の
他

▼
令
和
２
年
２
月
１
日
か
ら
同
３

年
１
月
31
日
ま
で
に
納
期
限
が

到
来
す
る
個
人
住
民
税
、
地
方

法
人
二
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

が
対
象
で
す
。

▼
特
例
猶
予
に
は
６
月
30
日
ま

た
は
、
納
期
限
の
い
ず
れ
か

遅
い
日
ま
で
に
申
請
が
必
要

で
す
。

▼
特
例
猶
予
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
で
も
現
行
法
で
の
猶
予

が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

な
お
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

ま
た
は
口
座
振
替
を
利
用
し
て

納
付
し
た
場
合
は
、
納
税
証
明

書
が
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
自

動
車
税
種
別
割
の
納
付
確
認
が

電
子
化
さ
れ
て
い
る
た
め
、
車

検
用
の
納
税
証
明
書
の
提
示
を

省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
納
税
に
お

困
り
の
方
は
、
徴
収
の
猶
予
を

受
け
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
、
三
八
地
域
県
民
局

県
税
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

三
八
地
域
県
民
局
県
税
部

納
税
管
理
課

☎
０
１
７
８
・
27
・
５
１
１
１

広告
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国民年金保険料免除・納付猶予制度について

八戸地域広域市町村圏事務組合の概要

新型コロナウイルス感染症の影響により、収入源となる業務の喪失や売り上げの減少などが生じて所得
が相当程度まで下がった場合は、臨時特例措置として本人申告の所得見込額を用いた簡易な手続きにより、
国民年金保険料免除申請が可能となりました。

八戸地域広域市町村圏事務組合は、消防・ごみ・介護福祉などに関する業務を市町村共同で行うために
設置された特別地方公共団体（一部事務組合）で、昭和46年に発足しました。構成市町村は、八戸市、三
戸町、五戸町、田子町、南部町、階上町、新郷村、おいらせ町の８市町村です。

対象となる方
令和２年２月以降、新型コロナウイルス感染症
の影響で収入が減少し、所得の状況からみて当年
中の所得見込額が国民年金保険料免除基準相当に
なることが見込まれる方
対象となる期間
令和２年２月分以降

申請に必要なもの
▶国民年金保険料免除・納付猶予申請書
▶所得の申立書
　（簡易な所得見込額の申立書（臨時特例用））

執行機関について（４/ １現在）
組合には、構成市町村長の互選により、管理者、
管理者を補佐する副管理者を置き、構成市町村の
職員が業務を行っています（消防を除く）。また、
組合の財務や事業について監査を行う監査委員
は、管理者が組合議会の同意を得て、組合議員お
よび識見を有する者から選任します。

共同で処理する事業
事業によって、全市町村で共同
処理するものや、一部の市町村で
共同処理するものがあります。

※構成市町村役場で組合の概要を配布しています。また、
組合のホームページでもご覧いただけます。今後、組合
の予算・決算や事業の内容などを順次お知らせします。

問合せ
八戸地域広域市町村圏事務組合事務局
（八戸市総務課内）　	☎0178-43-9556

申請に必要なもの（学生の場合）
▶国民年金保険学生納付特例申請書
▶所得の申立書
　（簡易な所得見込額の申立書（臨時特例用））
▶学生証のコピー

申請方法
各庁舎窓口または年金事務所へ申請ください。
※	申請書類は各庁舎窓口、または日本年金機構
ホームページからダウンロードできます。

問合せ　住民生活課（南部分庁舎）
　　　　☎0179-34-2509

管 理 者 小林　　眞（八戸市長）

副管理者
工藤　祐直（南部町長）
成田　　隆（おいらせ町長）
田名部政一（八戸市副市長）

監査委員
大坪　秀一（八戸市代表監査委員）
松尾　和彦（三戸町長）

消防事務
全市町村

介護認定審査会事務
し尿処理施設に関すること

八戸市・南部町の
旧福地村の区域・階上町ごみ焼却施設に関すること

八戸リサイクルプラザに関すること
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第 60号
発行・編集
議会広報編集委員会
☎0178-84-2124

あ ら ま し
▽ ４月・５月臨時会の主な議案　（20 ㌻）
▽ １月臨時会の主な議案　（21 ㌻）
▽ ３月定例会の主な議案　（22 ㌻～ 23 ㌻）
▽ 議案に対する主な質疑　（24 ㌻）
▽ 一般質問
 ⇒ 医療センターの今後の取り組みと方針は。健康維持に関わる町の取り組みと方針は。

八戸都市圏交流プラザ参画への対策と方針は。（25 ㌻）
 ⇒ 南部町の強みを生かした学校整備のための取り組みは。

情報発信の鍵を握るＩＴ環境整備の成果は。（26 ㌻）
 ⇒ ３歳未満の子どもがいる住民税課税世帯への支援は。

観光・コミュニティー施設の劣化状態の調査と対応は。（27 ㌻）
 ⇒ バーデパークの今後の取り組みは。災害時における応急工事の対応は。

学校統廃合について、町民から意見を聞く機会は。（28 ㌻）
 ⇒ チェリータウン桜場に続く人口減少対策は。

小学校ではプログラミング教育を実施する体制は整っているのか。（29 ㌻）
▽ 常任委員会報告 （30 ㌻～ 31 ㌻）

　新型コロナウイルス感染症経済対策などを審議をするため、第 93 回臨時会（４月 20 日）および第 94 回臨時
会（５月７日）を開催しました。感染症拡大防止のため、マスクを着用し換気を行いながら審議を行っています。
（臨時会の主な議案は 20 ㌻）

認定補聴器技能者がサポートします

｢聞こえにくさ｣を感じたら､
　　　　　　まずはご相談を！

認定補聴器専門店
メガネショップナカムラ
三戸町八日町33  0179（23）5433

６月18日（木曜日）

南部町医療センターからの
お知らせ ☎ 0178︲76︲2001

青森労災病院医師の診療日

眼科 受付 13時15分まで
初診者は 13時まで

▶６月10日（水）　13時～

▶６月24日（水）　13時～

泌尿器科 要予約

▶６月８日（月）　13時～

▶６月16日（火）　13時～

▶６月22日（月）　13時～

▶６月30日（火）　13時～

編集後記

特集記事の取材を通して、開発者・生産者

の方々の苦労、ジュノハートへの熱い思いを

知り、自分も広報制作に精進せねばと感化さ

れました。	【み】

●今月の休場日
６月７日（日）～８日（月）、10日（水）、14日（日）、17日（水）、21日（日）、

24日（水）、28日（日）
７月１日（水）、５日（日）、８日（水）、12日（日）、15日（水）、19日（日）、

23日（木）、26日（日）、31日（金）

品　名 販売数量（㎏） 売上額（千円） キロ単価（円） 前年単価（円） 

サンふじ （りんご） 460 97 210 87

シナノゴールド （りんご） 1,640 157 96 81

ゴボウ 2,756 552 200 260

長　芋 50,931 10,027 197 187

長芋の種 12,811 1,580 123 150

にんにく 6,035 9,227 1,529 1,427

キャベツ 4,520 876 194 125

ね　ぎ 10,911 2,754 252 245

ほうれん草 1,517 732 482 400

小松菜 160 90 565 427

ウルイ 568 296 521 459

きゅうり 5,388 1,660 308 256

トマト 60 25 414 345

ワサビ 77 84 1,093 1,068

シドケ 140 220 1,572 2,014

ボウナ 106 162 1,539 1,525

タラの芽 325 428 1,318 1,549

いちご 775 668 862 991

シイタケ 714 477 669 665

町営市場の販売状況（令和２年４月16日～令和２年５月15日）

広告

(モノクロ仕様) 規格 45㎜×88㎜ ２号広告

旧名川分庁舎跡地

八八田田ググルルーーププ 
㈱㈱報報恩恩互互助助会会 

大村 崑さん

お問い合わせは

大村 崑さん

合わせは

崑さん

わせは

広告

広告
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第 60号
発行・編集
議会広報編集委員会
☎0178-84-2124

あ ら ま し
▽ ４月・５月臨時会の主な議案　（20 ㌻）
▽ １月臨時会の主な議案　（21 ㌻）
▽ ３月定例会の主な議案　（22 ㌻～ 23 ㌻）
▽ 議案に対する主な質疑　（24 ㌻）
▽ 一般質問
 ⇒ 医療センターの今後の取り組みと方針は。健康維持に関わる町の取り組みと方針は。

八戸都市圏交流プラザ参画への対策と方針は。（25 ㌻）
 ⇒ 南部町の強みを生かした学校整備のための取り組みは。

情報発信の鍵を握るＩＴ環境整備の成果は。（26 ㌻）
 ⇒ ３歳未満の子どもがいる住民税課税世帯への支援は。

観光・コミュニティー施設の劣化状態の調査と対応は。（27 ㌻）
 ⇒ バーデパークの今後の取り組みは。災害時における応急工事の対応は。

学校統廃合について、町民から意見を聞く機会は。（28 ㌻）
 ⇒ チェリータウン桜場に続く人口減少対策は。

小学校ではプログラミング教育を実施する体制は整っているのか。（29 ㌻）
▽ 常任委員会報告 （30 ㌻～ 31 ㌻）

　新型コロナウイルス感染症経済対策などを審議をするため、第 93 回臨時会（４月 20 日）および第 94 回臨時
会（５月７日）を開催しました。感染症拡大防止のため、マスクを着用し換気を行いながら審議を行っています。
（臨時会の主な議案は 20 ㌻）
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◉主な議案（第93回、第94回臨時会）◉主な議案（第91回臨時会、第92回定例会）

主
な
議
案

◉

過
去
最
大
と
な
る
１
３
４
億
９
７
０
０
万
円

の
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
を
可
決

第
92
回
南
部
町
議
会

２
月
28
日
〜
３
月
９
日

定
例
会

第
92
回
定
例
会
に
は
、
条
例
の
制
定
お
よ
び
一
部
改
正
、
令
和
元
年
度
各
会

計
補
正
予
算
、
教
育
委
員
の
任
命
な
ど
の
案
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、

い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
２
年
度
各
会
計
予
算
は
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る
予
算
特
別

委
員
会
（
八
木
田
憲
司
委
員
長
）
に
付
託
さ
れ
、
３
月
５
日
・
６
日
に
審
査

を
行
い
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
５
人
の
議
員
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
経
済
対
策
を

含
む
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

第
93
回
、
第
94
回
臨
時
会
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
令
和
元
年
度
・
令
和
２
年
度
各
会
計
補
正
予
算
な
ど

の
案
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
、
原
案
の
と
お

り
可
決
、
承
認
し
ま
し
た
。

提案理由を説明する沼畑俊一副議長

■
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制

定
に
関
す
る
意
見
書

   【
提
出
者
】

　
南
部
町
議
会

　
　
副
議
長
　
沼
畑
　
俊
一

   【
提
案
理
由
】
過
疎
地
域

は
、
国
土
の
半
数
を
占
め
、

豊
か
な
自
然
や
歴
史
・
文

化
を
有
し
、
都
市
に
対
す

る
食
料
・
水
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
供
給
、
自
然
環
境
の
保

全
、
癒
し
の
場
の
提
供
、

災
害
の
防
止
、
森
林
に
よ

る
地
球
温
暖
化
の
防
止
な

ど
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。

　
　
過
疎
地
域
が
果
た
し
て

い
る
多
面
的
・
公
益
的
機

能
を
今
後
も
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、
引
き
続
き

総
合
的
か
つ
積
極
的
な
支

援
を
充
実
・
強
化
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
る
た
め
、

令
和
３
年
３
月
末
を
も
っ

て
失
効
す
る
「
過
疎
地
域

自
立
促
進
特
別
措
置
法
」

に
続
く
、
新
た
な
過
疎
対

策
法
を
制
定
す
る
よ
う
国

に
対
し
要
望
す
る
も
の
。

▽
全
会
一
致
で
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

■
南
部
町
森
林
環
境
整
備
基

金
条
例
の
制
定

▽
　
森
林
環
境
税
及
び
森
林

環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
い
、
森
林

環
境
譲
与
税
を
基
金
と
し

て
積
み
立
て
、
森
林
の
整

備
な
ど
の
財
源
に
充
て
る

た
め
、
条
例
を
制
定
し
た
。

　
　
令
和
元
年
度
は
約
６
６

０
万
円
が
町
に
配
分
さ
れ

る
。
令
和
２
年
度
以
降
は

段
階
的
に
増
額
さ
れ
、
令

和
６
年
度
か
ら
は
満
額
の

約
２
２
０
０
万
円
が
配
分

さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て

い
る
。

意
見
書

第
91
回
南
部
町
議
会

１
月
30
日

臨

第
91
回
臨
時
会
に
は
、
土
地
改
良
事
業
（
災
害
復
旧
）

の
施
行
、
令
和
元
年
度
各
会
計
補
正
予
算
な
ど
の
案
件

が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
、

原
案
の
と
お
り
承
認
、
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
議
案

■
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
７
号
）

▽
　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

の
増
に
伴
い
、
返
礼
品
に

関
す
る
経
費
を
増
額
す
る

な
ど
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
３
億
８
０
９
万
１

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

１
１
８
億
７
２
１
７
万
３

千
円
と
し
た
。

■
土
地
改
良
事
業
（
災
害
復

旧
）
の
施
行

■
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算(

第
８
号)

▽
　
台
風
19
号
の
災
害
復
旧

事
業
に
関
す
る
費
用
な
ど
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

４
２
０
２
万
５
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
１
１
９
億

１
４
１
９
万
８
千
円
と
し

た
。

※

こ
の
ほ
か
３
つ
の
特
別
会

計
で
債
務
負
担
行
為
の
変

更
お
よ
び
廃
止
を
し
た
。

▽
　
令
和
元
年
10
月
の
台
風

19
号
に
よ
り
被
災
し
た
農

地
お
よ
び
農
業
用
施
設
、

合
計
10
カ
所
の
災
害
復
旧

事
業
を
施
行
す
る
も
の
。

時
会

専
決
処
分

予
　算

そ
の
他

南
部
町
議
会

４
月
20
日
・
５
月
７
日

臨
時
会

第
93
回

第
94
回

■
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
10
号
）

▽
　
保
育
所
に
配
布
す
る
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
液
や
学
童

保
育
施
設
に
設
置
す
る
空

気
清
浄
機
の
購
入
費
用
な

ど
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
73
万
８
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
１
１
５
億
５

７
４
３
万
９
千
円
と
し
た
。

■
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
11
号
）

▽
　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

の
増
額
に
伴
う
対
応
経
費

お
よ
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

る
チ
ェ
リ
ウ
ス
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
の
増
額
な

ど
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
５
０
７
万
２
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
１
１
５

億
６
２
５
１
万
１
千
円
と

し
た
。

■
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

▽
　
特
別
定
額
給
付
金
（
１

人
当
た
り
10
万
円
）
お
よ

び
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時

特
別
給
付
金
の
た
め
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
に
18

億
４
６
０
万
８
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
１
５

３
億
５
０
８
０
万
５
千
円

と
し
た
。

■
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算(
第
１
号)

▽
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
４
９
１
９
万
７
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
１
３
５

億
４
６
１
９
万
７
千
円
と

し
た
。

　
　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、

飲
食
業
者
緊
急
対
策
支
援

金
と
し
て
１
３
１
５
万
２

千
円
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
利
用
者
が
減
少
し
た
南

部
町
健
康
増
進
公
社
へ
の

補
助
金
９
１
３
万
６
千
円

な
ど
。

■
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

▽
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

経
済
対
策
の
第
２
弾
、
緊

急
対
策
支
援
の
全
業
種
へ

の
拡
大
お
よ
び
ア
ル
バ
イ

ト
の
休
業
な
ど
で
収
入
が

減
少
し
た
学
生
へ
の
修
学

支
援
金
と
し
て
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
４
７
１

０
万
８
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
１
５
３
億
９
７
９

１
万
３
千
円
と
し
た
。

■
南
部
町
町
税
条
例
の
一
部

改
正

▽
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
た
め
、
地

方
税
法
等
が
一
部
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
売
上

高
の
減
少
割
合
に
応
じ
て

中
小
事
業
者
が
所
有
す
る

償
却
資
産
な
ど
の
固
定
資

産
税
の
課
税
標
準
を
減
ず

主
な
議
案

る
規
定
の
整
備
や
、
収
入

が
減
少
し
た
場
合
に
町
税

の
納
付
を
特
例
的
に
猶
予

す
る
規
定
の
整
備
な
ど
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

▽
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
影
響
を
受

け
て
い
る
国
民
健
康
保
険

の
加
入
者
を
経
済
的
に
支

援
す
る
た
め
、
令
和
２
年

度
の
国
民
健
康
保
険
税
を

最
大
１
万
円
減
税
す
る
所

要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
令
和
２
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

▽
　
令
和
２
年
度
の
国
民
健

康
保
険
税
を
減
税
す
る
た

め
、
歳
入
予
算
の
組
み
替

え
を
行
っ
た
。
な
お
、
予

算
総
額
に
変
更
は
な
い
。

条
　例

予
　算

専
決
処
分

専
決
処
分

条
　例

新型コロナウイルス緊急経済対策

飲食業者緊急対策支援金（※1）

緊急対策支援金（全業種）（※2）

学生アルバイト支援金（※2）

飲食店応援プロジェクト

国民健康保険税の減額

第２弾第２弾

売上金が減少した飲食業者への支援。

登録メニューを購入しチケットを集め、フルーツ狩
り割引券（500 円引）などの商品と交換できる。チ
ケットの配布は令和２年 12月末まで。

売上金が減少した法人（個人事業主）への支援。

アルバイトによる収入が減少した高校生以上の学生
への支援。

令和２年度の国民健康保険税を１人につき最大１万
円減額する。軽減措置を受けている世帯は軽減割合
により減額。なお、申請手続きは不要です。

※1  支援金の受付は５月 18 日まで。
※2  支援金の受付は６月５日まで。
詳細は、南部町ホームページをご確認ください。

第１弾第１弾
町独自！町独自！
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◉主な議案（第93回、第94回臨時会）◉主な議案（第91回臨時会、第92回定例会）

主
な
議
案

◉

過
去
最
大
と
な
る
１
３
４
億
９
７
０
０
万
円

の
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
を
可
決

第
92
回
南
部
町
議
会

２
月
28
日
〜
３
月
９
日

定
例
会

第
92
回
定
例
会
に
は
、
条
例
の
制
定
お
よ
び
一
部
改
正
、
令
和
元
年
度
各
会

計
補
正
予
算
、
教
育
委
員
の
任
命
な
ど
の
案
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、

い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
２
年
度
各
会
計
予
算
は
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る
予
算
特
別

委
員
会
（
八
木
田
憲
司
委
員
長
）
に
付
託
さ
れ
、
３
月
５
日
・
６
日
に
審
査

を
行
い
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
５
人
の
議
員
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
経
済
対
策
を

含
む
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

第
93
回
、
第
94
回
臨
時
会
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
令
和
元
年
度
・
令
和
２
年
度
各
会
計
補
正
予
算
な
ど

の
案
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
、
原
案
の
と
お

り
可
決
、
承
認
し
ま
し
た
。

提案理由を説明する沼畑俊一副議長

■
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制

定
に
関
す
る
意
見
書

   【
提
出
者
】

　
南
部
町
議
会

　
　
副
議
長
　
沼
畑
　
俊
一

   【
提
案
理
由
】
過
疎
地
域

は
、
国
土
の
半
数
を
占
め
、

豊
か
な
自
然
や
歴
史
・
文

化
を
有
し
、
都
市
に
対
す

る
食
料
・
水
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
供
給
、
自
然
環
境
の
保

全
、
癒
し
の
場
の
提
供
、

災
害
の
防
止
、
森
林
に
よ

る
地
球
温
暖
化
の
防
止
な

ど
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。

　
　
過
疎
地
域
が
果
た
し
て

い
る
多
面
的
・
公
益
的
機

能
を
今
後
も
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、
引
き
続
き

総
合
的
か
つ
積
極
的
な
支

援
を
充
実
・
強
化
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
る
た
め
、

令
和
３
年
３
月
末
を
も
っ

て
失
効
す
る
「
過
疎
地
域

自
立
促
進
特
別
措
置
法
」

に
続
く
、
新
た
な
過
疎
対

策
法
を
制
定
す
る
よ
う
国

に
対
し
要
望
す
る
も
の
。

▽
全
会
一
致
で
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

■
南
部
町
森
林
環
境
整
備
基

金
条
例
の
制
定

▽
　
森
林
環
境
税
及
び
森
林

環
境
譲
与
税
に
関
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
い
、
森
林

環
境
譲
与
税
を
基
金
と
し

て
積
み
立
て
、
森
林
の
整

備
な
ど
の
財
源
に
充
て
る

た
め
、
条
例
を
制
定
し
た
。

　
　
令
和
元
年
度
は
約
６
６

０
万
円
が
町
に
配
分
さ
れ

る
。
令
和
２
年
度
以
降
は

段
階
的
に
増
額
さ
れ
、
令

和
６
年
度
か
ら
は
満
額
の

約
２
２
０
０
万
円
が
配
分

さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て

い
る
。

意
見
書

第
91
回
南
部
町
議
会

１
月
30
日

臨

第
91
回
臨
時
会
に
は
、
土
地
改
良
事
業
（
災
害
復
旧
）

の
施
行
、
令
和
元
年
度
各
会
計
補
正
予
算
な
ど
の
案
件

が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
、

原
案
の
と
お
り
承
認
、
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
議
案

■
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
７
号
）

▽
　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

の
増
に
伴
い
、
返
礼
品
に

関
す
る
経
費
を
増
額
す
る

な
ど
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
３
億
８
０
９
万
１

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

１
１
８
億
７
２
１
７
万
３

千
円
と
し
た
。

■
土
地
改
良
事
業
（
災
害
復

旧
）
の
施
行

■
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算(

第
８
号)

▽
　
台
風
19
号
の
災
害
復
旧

事
業
に
関
す
る
費
用
な
ど
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

４
２
０
２
万
５
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
１
１
９
億

１
４
１
９
万
８
千
円
と
し

た
。

※

こ
の
ほ
か
３
つ
の
特
別
会

計
で
債
務
負
担
行
為
の
変

更
お
よ
び
廃
止
を
し
た
。

▽
　
令
和
元
年
10
月
の
台
風

19
号
に
よ
り
被
災
し
た
農

地
お
よ
び
農
業
用
施
設
、

合
計
10
カ
所
の
災
害
復
旧

事
業
を
施
行
す
る
も
の
。

時
会

専
決
処
分

専
決
処
分

予
　算

そ
の
他

土
地
改
良
事
業
（
災
害
復

南
部
町
議
会

４
月
20
日
・
５
月
７
日

臨
時
会

第
93
回

第
94
回

■
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
10
号
）

▽
　
保
育
所
に
配
布
す
る
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
液
や
学
童

保
育
施
設
に
設
置
す
る
空

気
清
浄
機
の
購
入
費
用
な

ど
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
73
万
８
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
１
１
５
億
５

７
４
３
万
９
千
円
と
し
た
。

■
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
11
号
）

▽
　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

の
増
額
に
伴
う
対
応
経
費

お
よ
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

る
チ
ェ
リ
ウ
ス
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
の
増
額
な

ど
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
５
０
７
万
２
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
１
１
５

億
６
２
５
１
万
１
千
円
と

し
た
。

■
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

▽
　
特
別
定
額
給
付
金
（
１

人
当
た
り
10
万
円
）
お
よ

び
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時

特
別
給
付
金
の
た
め
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
に
18

億
４
６
０
万
８
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
１
５

３
億
５
０
８
０
万
５
千
円

と
し
た
。

■
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算(

第
１
号)

▽
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
４
９
１
９
万
７
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
１
３
５

億
４
６
１
９
万
７
千
円
と

し
た
。

　
　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、

飲
食
業
者
緊
急
対
策
支
援

金
と
し
て
１
３
１
５
万
２

千
円
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
利
用
者
が
減
少
し
た
南

部
町
健
康
増
進
公
社
へ
の

補
助
金
９
１
３
万
６
千
円

な
ど
。

■
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

▽
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

経
済
対
策
の
第
２
弾
、
緊

急
対
策
支
援
の
全
業
種
へ

の
拡
大
お
よ
び
ア
ル
バ
イ

ト
の
休
業
な
ど
で
収
入
が

減
少
し
た
学
生
へ
の
修
学

支
援
金
と
し
て
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
４
７
１

０
万
８
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
１
５
３
億
９
７
９

１
万
３
千
円
と
し
た
。

■
南
部
町
町
税
条
例
の
一
部

改
正

▽
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
た
め
、
地

方
税
法
等
が
一
部
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
売
上

高
の
減
少
割
合
に
応
じ
て

中
小
事
業
者
が
所
有
す
る

償
却
資
産
な
ど
の
固
定
資

産
税
の
課
税
標
準
を
減
ず

主
な
議
案

る
規
定
の
整
備
や
、
収
入

が
減
少
し
た
場
合
に
町
税

の
納
付
を
特
例
的
に
猶
予

す
る
規
定
の
整
備
な
ど
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

▽
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
影
響
を
受

け
て
い
る
国
民
健
康
保
険

の
加
入
者
を
経
済
的
に
支

援
す
る
た
め
、
令
和
２
年

度
の
国
民
健
康
保
険
税
を

最
大
１
万
円
減
税
す
る
所

要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
令
和
２
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

▽
　
令
和
２
年
度
の
国
民
健

康
保
険
税
を
減
税
す
る
た

め
、
歳
入
予
算
の
組
み
替

え
を
行
っ
た
。
な
お
、
予

算
総
額
に
変
更
は
な
い
。

条
　例

予
　算

専
決
処
分

条
　例

新型コロナウイルス緊急経済対策

飲食業者緊急対策支援金（※1）

緊急対策支援金（全業種）（※2）

学生アルバイト支援金（※2）

飲食店応援プロジェクト

国民健康保険税の減額

第２弾第２弾

売上金が減少した飲食業者への支援。

登録メニューを購入しチケットを集め、フルーツ狩
り割引券（500 円引）などの商品と交換できる。チ
ケットの配布は令和２年 12月末まで。

売上金が減少した法人（個人事業主）への支援。

アルバイトによる収入が減少した高校生以上の学生
への支援。

令和２年度の国民健康保険税を１人につき最大１万
円減額する。軽減措置を受けている世帯は軽減割合
により減額。なお、申請手続きは不要です。

※1  支援金の受付は５月 18 日まで。
※2  支援金の受付は６月５日まで。
詳細は、南部町ホームページをご確認ください。

第１弾第１弾
町独自！町独自！
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◉主な議案（第92回定例会）◉主な議案（第92回定例会）

統合庁舎 ( 庁舎棟 ) の基礎工事の状況（４月）統合庁舎 ( 庁舎棟 ) の基礎工事の状況（４月）

森越公民館森越公民館

旧名川病院の健診棟を改修した
南部町国際交流センター
旧名川病院の健診棟を改修した
南部町国際交流センター

■
町
道
の
路
線
認
定

▽
　
県
道
櫛
引
上
名
久
井
三

戸
線
の
事
業
完
了
に
伴
い
、

移
管
さ
れ
た
旧
道
を
町
道

と
し
て
認
定
し
た
。
路
線

名
は
「
向
舘
場
２
号
線
」。

総
延
長
１
６
０
㍍
。

■
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
減
少
及
び

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
の
変
更

▽
　
三
戸
郡
福
祉
事
務
組
合

が
令
和
２
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
解
散
す
る
こ
と
に

伴
い
、
組
合
組
織
団
体
の

数
の
減
少
お
よ
び
組
合
規

■
最
低
賃
金
の
地
域
間
格
差

を
解
消
す
る
全
国
一
律
最

低
賃
金
制
度
の
実
現
と
中

小
企
業
支
援
の
拡
充
を
求

め
る
陳
情
書

  【
陳
情
者
】

　
　
青
森
県
労
働
組
合
総
連

合  

議
長  

奥
村  

榮  

氏

  【
陳
情
趣
旨
】

　
　
東
京
都
と
青
森
県
の
最

低
賃
金
に
は
１
時
間
当
た

り
２
２
３
円
の
格
差
が
あ

り
、
こ
の
賃
金
格
差
が
若

者
労
働
者
の
流
出
、
高
齢

化
の
進
展
に
拍
車
を
か
け
、

地
域
経
済
を
疲
弊
さ
せ
る

要
因
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

是
正
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
あ
わ
せ
て
、
中
小
企
業

へ
の
助
成
や
融
資
、
仕
事

起
こ
し
や
単
価
改
善
に
つ

な
が
る
施
策
を
拡
充
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
　
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

と
中
小
企
業
へ
の
支
援
を

要
望
す
る
意
見
書
を
国
に

対
し
て
提
出
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

▽
　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

に
審
査
を
付
託
。

▽
　
最
低
賃
金
の
段
階
的
な

引
き
上
げ
を
実
現
す
る
と

と
も
に
、
引
き
上
げ
を
円

滑
に
実
施
す
る
た
め
政
府

が
中
小
企
業
に
対
し
て
支

援
策
の
拡
充
を
講
じ
て
い

く
べ
き
で
あ
る
と
し
て「
採

択
す
べ
き
も
の
」
と
審
査

結
果
を
報
告
。

▽
　
本
会
議
に
お
い
て
、
委

員
会
の
審
査
結
果
の
と
お

り
全
会
一
致
で
「
採
択
」

と
し
、
国
に
対
す
る
意
見

書
を
送
付
し
た
。

■
森
越
公
民
館

　【
管
理
者
】
森
越
町
内
会

※

　
指
定
す
る
期
間
は
、
令

和
２
年
４
月
１
日
か
ら
令

和
３
年
３
月
31
日
ま
で

約
を
変
更
す
る
も
の
。

■
青
森
県
新
産
業
都
市
建
設

事
業
団
に
委
託
す
べ
き
事

業
に
関
す
る
計
画
の
一
部

変
更
に
係
る
協
議

▽
　
青
森
県
、
八
戸
市
、
十

和
田
市
、三
沢
市
、六
戸
町
、

東
北
町
、
お
い
ら
せ
町
、

五
戸
町
、
南
部
町
で
構
成

す
る
事
業
団
に
お
い
て
、

令
和
２
年
度
の
負
担
金
を

協
議
す
る
た
め
、
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
。

■
南
部
町
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命

▽
川
守
田
良
修
氏
（
東
あ
か
ね
）

【
任
期
】

令
和
２
年
４
月
５
日
か
ら

令
和
６
年
４
月
４
日
ま

　
で
。

↙
予
算
の
つ
づ
き

■
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
９
号
）

▽
　
各
種
事
業
の
確
定
お
よ

び
確
定
見
込
み
に
よ
り
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か

ら
３
億
５
７
４
９
万
７
千

円
を
減
額
し
、
総
額
を
１

１
５
億
５
６
７
０
万
１
千

円
と
し
た
。

■
令
和
元
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

▽
　
高
額
調
剤
や
高
度
医
療

費
の
増
額
の
た
め
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
に
３
０

７
３
万
４
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
23
億
１
０
６
０
万

５
千
円
と
し
た
。

■
令
和
元
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

▽
　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
の
確
定
見
込
み
に
よ

り
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
か
ら
４
４
０
４
万
７
千

円
を
減
額
し
、
総
額
を
27

億
６
７
４
万
９
千
円
と
し

た
。

■
令
和
元
年
度
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

▽
　
事
業
費
の
確
定
お
よ
び

確
定
見
込
み
に
よ
り
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら

１
０
０
万
円
を
減
額
し
、

総
額
を
２
５
４
０
万
４
千

円
と
し
た
。

■
令
和
元
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

▽
　
保
険
料
の
確
定
お
よ
び

確
定
見
込
み
に
よ
り
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１

９
８
万
４
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
２
億
２
４
３
２
万

２
千
円
と
し
た
。

■
令
和
元
年
度
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

▽
　
事
業
費
の
確
定
お
よ
び

確
定
見
込
み
に
よ
り
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら

２
５
３
万
４
千
円
を
減
額

し
、
総
額
を
２
億
５
３
６

８
万
１
千
円
と
し
た
。

■
令
和
元
年
度
介
護
老
人
保

健
施
設
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）

▽
　
事
業
費
の
確
定
見
込
み

に
よ
り
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
か
ら
１
８
９
万
円

を
減
額
し
、
総
額
を
３
億

９
１
６
２
万
４
千
円
と
し

た
。そ

の
他

指
定
管
理

陳
　情

人
　事

■
令
和
２
年
度
一
般
会
計
お

よ
び
各
特
別
会
計
予
算

▽
　
令
和
２
年
度
の
一
般
会

計
予
算
は
、
１
３
４
億
９

７
０
０
万
円
で
、
前
年
度

と
比
較
し
て
24
億
３
７
０

０
万
円
（
22
・
０
％
）
の

増
と
な
り
、
14
の
特
別
会

計
と
病
院
事
業
会
計
を
合

わ
せ
た
町
の
総
予
算
額
は
、

２
４
２
億
４
２
７
７
万
８

千
円
で
、
昨
年
度
の
予
算

額
と
比
較
す
る
と
22
億
４

賛
成
討
論

７
０
９
万
１
千
円
（
10
・

２
％
）
の
増
額
と
な
っ
た
。

　
　
一
般
会
計
の
主
な
事
業

は
、
統
合
庁
舎
建
設
工
事

費
と
し
て
16
億
２
６
５
９

万
４
千
円
、
埖
渡
消
防
拠

点
施
設
整
備
事
業
に
６
２

７
７
万
円
、
子
育
て
用
品

給
付
事
業
に
１
６
２
０
万

円
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
整

備
事
業
に
１
６
０
０
万
円

な
ど
。

※

　
詳
細
は
、
広
報
な
ん
ぶ

ち
ょ
う
４
月
号
に
掲
載
し

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
統
合
庁
舎
建

設
に
関
わ
る
全
て
の
予
算
に

対
し
て
反
対
の
討
論
を
行
っ

て
き
た
が
、
予
算
が
可
決
さ

れ
事
業
が
進
ん
で
い
る
。
多

数
決
と
い
う
数
の
論
理
で
決

定
さ
れ
た
議
会
の
意
向
は
、

町
全
体
の
意
向
と
な
る
こ
と

か
ら
、今
後
は
新
た
な
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
立
ち
、
堅
実
に

進
め
て
い
く
こ
と
が
、
私
に

求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
る
。
よ
っ
て
、
一
般
会
計

予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
統

合
庁
舎
建
設
費
に
賛
成
す
る
。

夏
堀
嘉
一
郎
　
議
員

↙
条
例
の
つ
づ
き

■
南
部
町
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
条
例
の
制
定

▽
　
南
部
町
内
や
周
辺
地
域

在
住
外
国
人
の
支
援
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
設
置

し
た
「
南
部
町
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
」
の
管
理
運
営

な
ど
に
関
し
必
要
な
事
項

を
定
め
る
た
め
、
条
例
を

制
定
し
た
。

　
　
場
所
は
、
平
字
虚
空
蔵

26
番
地
２
。

■
南
部
町
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定

▽
　
電
動
ア
シ
ス
ト
付
自
転

車
を
町
内
の
駅
や
観
光
施

設
な
ど
に
設
置
し
、
町
民

や
本
町
を
訪
れ
る
人
が
使

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
条
例
を
制
定
し
た
。

　
　
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
は
、

八
戸
市
と
の
相
互
乗
り
入

れ
が
で
き
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
ア
プ
リ
を
使
用
し
利

用
で
き
る
。

■
南
部
町
集
会
所
条
例
の
一

部
改
正

▽
　
新
築
さ
れ
た
「
森
越
公

民
館
」
を
追
加
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
条
例
及
び
南
部

町
行
政
手
続
等
に
お
け
る

情
報
通
信
の
技
術
の
利
用

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
▽
　
行
政
手
続
等
に
お
け
る

情
報
通
信
の
技
術
の
利
用

に
関
す
る
法
律
の
改
正
に

伴
い
、
法
律
名
な
ど
の
字

句
を
改
め
る
ほ
か
、
情
報

通
信
技
術
の
活
用
を
推
進

す
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
行
っ
た
。

■
南
部
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

▽
　
国
民
健
康
保
険
法
施
行

令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
国

民
健
康
保
険
税
の
課
税
限

度
額
を
引
き
上
げ
る
と
と

も
に
、
軽
減
対
象
世
帯
を
拡

充
す
る
た
め
、
５
割
軽
減
お

よ
び
２
割
軽
減
の
判
定
基

準
を
引
き
上
げ
る
な
ど
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
手
数
料
徴
収
条
例

の
一
部
改
正

▽
　
デ
ジ
タ
ル
手
続
法
に
よ

り
、
除
票
と
な
っ
た
住
民

票
の
写
し
お
よ
び
除
籍
と

な
っ
た
戸
籍
の
附
票
の
除

票
の
写
し
の
保
存
期
間
が

抹
消
後
１
５
０
年
に
変
更

さ
れ
、
交
付
可
能
と
な
っ

た
こ
と
に
伴
い
、交
付
に

際
し
て
手
数
料
を
徴
収
す

る
た
め
、所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

　
　
手
数
料
は
、
１
枚
に
つ

き
３
０
０
円
。

■
南
部
町
医
師
住
宅
管
理
条

例
の
一
部
改
正

▽
　
南
部
町
医
師
住
宅
の
新

築
お
よ
び
介
護
老
人
保
健

施
設
老
健
な
ん
ぶ
の
民
営

化
に
伴
い
、
医
師
住
宅
の

入
居
資
格
お
よ
び
位
置
な

ど
を
改
め
る
た
め
、
所
要

の
改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
公
共
下
水
道
条
例

及
び
南
部
町
団
地
排
水
施

設
条
例
の
一
部
改
正

▽
　
南
部
町
団
地
排
水
施
設

条
例
で
規
定
し
て
い
た「
あ

か
ね
団
地
排
水
施
設
」
を

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
事
業
に
切
り
替
え
る
た

め
、
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
。
な
お
、
使
用
料
な
ど

の
変
更
は
な
い
。

■
南
部
町
観
光
施
設
条
例
の

一
部
改
正

▽
　
名
川
チ
ェ
リ
リ
ン
村
の

利
便
性
向
上
お
よ
び
施
設

の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、

使
用
で
き
る
設
備
に
キ
ャ

ン
プ
用
品
セ
ッ
ト
を
追
加

す
る
な
ど
、
所
要
の
改
正

を
行
っ
た
。

■
南
部
町
営
住
宅
条
例
及
び

南
部
町
特
定
公
共
賃
貸
住

宅
条
例
の
一
部
改
正

▽
　
民
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
高
齢
者
な
ど
の
住
宅

確
保
要
配
慮
者
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
環
境
の
充
実

を
図
る
観
点
か
ら
、
入
居

要
件
の
緩
和
や
連
帯
保
証

人
の
人
数
を
１
人
に
見
直

す
な
ど
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

予
　算
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統合庁舎 ( 庁舎棟 ) の基礎工事の状況（４月）統合庁舎 ( 庁舎棟 ) の基礎工事の状況（４月）

森越公民館森越公民館

旧名川病院の健診棟を改修した
南部町国際交流センター
旧名川病院の健診棟を改修した
南部町国際交流センター

■
町
道
の
路
線
認
定

▽
　
県
道
櫛
引
上
名
久
井
三

戸
線
の
事
業
完
了
に
伴
い
、

移
管
さ
れ
た
旧
道
を
町
道

と
し
て
認
定
し
た
。
路
線

名
は
「
向
舘
場
２
号
線
」。

総
延
長
１
６
０
㍍
。

■
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
減
少
及
び

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
の
変
更

▽
　
三
戸
郡
福
祉
事
務
組
合

が
令
和
２
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
解
散
す
る
こ
と
に

伴
い
、
組
合
組
織
団
体
の

数
の
減
少
お
よ
び
組
合
規

■
最
低
賃
金
の
地
域
間
格
差

を
解
消
す
る
全
国
一
律
最

低
賃
金
制
度
の
実
現
と
中

小
企
業
支
援
の
拡
充
を
求

め
る
陳
情
書

  【
陳
情
者
】

　
　
青
森
県
労
働
組
合
総
連

合  
議
長  

奥
村  

榮  

氏

  【
陳
情
趣
旨
】

　
　
東
京
都
と
青
森
県
の
最

低
賃
金
に
は
１
時
間
当
た

り
２
２
３
円
の
格
差
が
あ

り
、
こ
の
賃
金
格
差
が
若

者
労
働
者
の
流
出
、
高
齢

化
の
進
展
に
拍
車
を
か
け
、

地
域
経
済
を
疲
弊
さ
せ
る

要
因
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

是
正
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
あ
わ
せ
て
、
中
小
企
業

へ
の
助
成
や
融
資
、
仕
事

起
こ
し
や
単
価
改
善
に
つ

な
が
る
施
策
を
拡
充
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
　
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

と
中
小
企
業
へ
の
支
援
を

要
望
す
る
意
見
書
を
国
に

対
し
て
提
出
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

▽
　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

に
審
査
を
付
託
。

▽
　
最
低
賃
金
の
段
階
的
な

引
き
上
げ
を
実
現
す
る
と

と
も
に
、
引
き
上
げ
を
円

滑
に
実
施
す
る
た
め
政
府

が
中
小
企
業
に
対
し
て
支

援
策
の
拡
充
を
講
じ
て
い

く
べ
き
で
あ
る
と
し
て「
採

択
す
べ
き
も
の
」
と
審
査

結
果
を
報
告
。

▽
　
本
会
議
に
お
い
て
、
委

員
会
の
審
査
結
果
の
と
お

り
全
会
一
致
で
「
採
択
」

と
し
、
国
に
対
す
る
意
見

書
を
送
付
し
た
。

■
森
越
公
民
館

　【
管
理
者
】
森
越
町
内
会

※

　
指
定
す
る
期
間
は
、
令

和
２
年
４
月
１
日
か
ら
令

和
３
年
３
月
31
日
ま
で

約
を
変
更
す
る
も
の
。

■
青
森
県
新
産
業
都
市
建
設

事
業
団
に
委
託
す
べ
き
事

業
に
関
す
る
計
画
の
一
部

変
更
に
係
る
協
議

▽
　
青
森
県
、
八
戸
市
、
十

和
田
市
、三
沢
市
、六
戸
町
、

東
北
町
、
お
い
ら
せ
町
、

五
戸
町
、
南
部
町
で
構
成

す
る
事
業
団
に
お
い
て
、

令
和
２
年
度
の
負
担
金
を

協
議
す
る
た
め
、
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
。

■
南
部
町
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命

▽
川
守
田
良
修
氏
（
東
あ
か
ね
）

【
任
期
】

令
和
２
年
４
月
５
日
か
ら

令
和
６
年
４
月
４
日
ま

　
で
。

↙
予
算
の
つ
づ
き

■
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
９
号
）

▽
　
各
種
事
業
の
確
定
お
よ

び
確
定
見
込
み
に
よ
り
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か

ら
３
億
５
７
４
９
万
７
千

円
を
減
額
し
、
総
額
を
１

１
５
億
５
６
７
０
万
１
千

円
と
し
た
。

■
令
和
元
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

▽
　
高
額
調
剤
や
高
度
医
療

費
の
増
額
の
た
め
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
に
３
０

７
３
万
４
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
23
億
１
０
６
０
万

５
千
円
と
し
た
。

■
令
和
元
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

▽
　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
の
確
定
見
込
み
に
よ

り
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
か
ら
４
４
０
４
万
７
千

円
を
減
額
し
、
総
額
を
27

億
６
７
４
万
９
千
円
と
し

た
。

■
令
和
元
年
度
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

▽
　
事
業
費
の
確
定
お
よ
び

確
定
見
込
み
に
よ
り
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら

１
０
０
万
円
を
減
額
し
、

総
額
を
２
５
４
０
万
４
千

円
と
し
た
。

■
令
和
元
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

▽
　
保
険
料
の
確
定
お
よ
び

確
定
見
込
み
に
よ
り
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１

９
８
万
４
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
２
億
２
４
３
２
万

２
千
円
と
し
た
。

■
令
和
元
年
度
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

▽
　
事
業
費
の
確
定
お
よ
び

確
定
見
込
み
に
よ
り
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら

２
５
３
万
４
千
円
を
減
額

し
、
総
額
を
２
億
５
３
６

８
万
１
千
円
と
し
た
。

■
令
和
元
年
度
介
護
老
人
保

健
施
設
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）

▽
　
事
業
費
の
確
定
見
込
み

に
よ
り
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
か
ら
１
８
９
万
円

を
減
額
し
、
総
額
を
３
億

９
１
６
２
万
４
千
円
と
し

た
。そ

の
他

指
定
管
理

指
定
管
理

陳
　情
陳
　情

人
　事
人
　事

■
令
和
２
年
度
一
般
会
計
お

よ
び
各
特
別
会
計
予
算

▽
　
令
和
２
年
度
の
一
般
会

計
予
算
は
、
１
３
４
億
９

７
０
０
万
円
で
、
前
年
度

と
比
較
し
て
24
億
３
７
０

０
万
円
（
22
・
０
％
）
の

増
と
な
り
、
14
の
特
別
会

計
と
病
院
事
業
会
計
を
合

わ
せ
た
町
の
総
予
算
額
は
、

２
４
２
億
４
２
７
７
万
８

千
円
で
、
昨
年
度
の
予
算

額
と
比
較
す
る
と
22
億
４

賛
成
討
論

７
０
９
万
１
千
円
（
10
・

２
％
）
の
増
額
と
な
っ
た
。

　
　
一
般
会
計
の
主
な
事
業

は
、
統
合
庁
舎
建
設
工
事

費
と
し
て
16
億
２
６
５
９

万
４
千
円
、
埖
渡
消
防
拠

点
施
設
整
備
事
業
に
６
２

７
７
万
円
、
子
育
て
用
品

給
付
事
業
に
１
６
２
０
万

円
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
整

備
事
業
に
１
６
０
０
万
円

な
ど
。

※

　
詳
細
は
、
広
報
な
ん
ぶ

ち
ょ
う
４
月
号
に
掲
載
し

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
統
合
庁
舎
建

設
に
関
わ
る
全
て
の
予
算
に

対
し
て
反
対
の
討
論
を
行
っ

て
き
た
が
、
予
算
が
可
決
さ

れ
事
業
が
進
ん
で
い
る
。
多

数
決
と
い
う
数
の
論
理
で
決

定
さ
れ
た
議
会
の
意
向
は
、

町
全
体
の
意
向
と
な
る
こ
と

か
ら
、今
後
は
新
た
な
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
立
ち
、
堅
実
に

進
め
て
い
く
こ
と
が
、
私
に

求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
る
。
よ
っ
て
、
一
般
会
計

予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
統

合
庁
舎
建
設
費
に
賛
成
す
る
。

夏
堀
嘉
一
郎
　
議
員

↙
条
例
の
つ
づ
き

■
南
部
町
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
条
例
の
制
定

▽
　
南
部
町
内
や
周
辺
地
域

在
住
外
国
人
の
支
援
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
設
置

し
た
「
南
部
町
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
」
の
管
理
運
営

な
ど
に
関
し
必
要
な
事
項

を
定
め
る
た
め
、
条
例
を

制
定
し
た
。

　
　
場
所
は
、
平
字
虚
空
蔵

26
番
地
２
。

■
南
部
町
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定

▽
　
電
動
ア
シ
ス
ト
付
自
転

車
を
町
内
の
駅
や
観
光
施

設
な
ど
に
設
置
し
、
町
民

や
本
町
を
訪
れ
る
人
が
使

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
条
例
を
制
定
し
た
。

　
　
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
は
、

八
戸
市
と
の
相
互
乗
り
入

れ
が
で
き
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
ア
プ
リ
を
使
用
し
利

用
で
き
る
。

■
南
部
町
集
会
所
条
例
の
一

部
改
正

▽
　
新
築
さ
れ
た
「
森
越
公

民
館
」
を
追
加
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
条
例
及
び
南
部

町
行
政
手
続
等
に
お
け
る

情
報
通
信
の
技
術
の
利
用

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
▽
　
行
政
手
続
等
に
お
け
る

情
報
通
信
の
技
術
の
利
用

に
関
す
る
法
律
の
改
正
に

伴
い
、
法
律
名
な
ど
の
字

句
を
改
め
る
ほ
か
、
情
報

通
信
技
術
の
活
用
を
推
進

す
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
行
っ
た
。

■
南
部
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

▽
　
国
民
健
康
保
険
法
施
行

令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
国

民
健
康
保
険
税
の
課
税
限

度
額
を
引
き
上
げ
る
と
と

も
に
、
軽
減
対
象
世
帯
を
拡

充
す
る
た
め
、
５
割
軽
減
お

よ
び
２
割
軽
減
の
判
定
基

準
を
引
き
上
げ
る
な
ど
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
手
数
料
徴
収
条
例

の
一
部
改
正

▽
　
デ
ジ
タ
ル
手
続
法
に
よ

り
、
除
票
と
な
っ
た
住
民

票
の
写
し
お
よ
び
除
籍
と

な
っ
た
戸
籍
の
附
票
の
除

票
の
写
し
の
保
存
期
間
が

抹
消
後
１
５
０
年
に
変
更

さ
れ
、
交
付
可
能
と
な
っ

た
こ
と
に
伴
い
、交
付
に

際
し
て
手
数
料
を
徴
収
す

る
た
め
、所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

　
　
手
数
料
は
、
１
枚
に
つ

き
３
０
０
円
。

■
南
部
町
医
師
住
宅
管
理
条

例
の
一
部
改
正

▽
　
南
部
町
医
師
住
宅
の
新

築
お
よ
び
介
護
老
人
保
健

施
設
老
健
な
ん
ぶ
の
民
営

化
に
伴
い
、
医
師
住
宅
の

入
居
資
格
お
よ
び
位
置
な

ど
を
改
め
る
た
め
、
所
要

の
改
正
を
行
っ
た
。

■
南
部
町
公
共
下
水
道
条
例

及
び
南
部
町
団
地
排
水
施

設
条
例
の
一
部
改
正

▽
　
南
部
町
団
地
排
水
施
設

条
例
で
規
定
し
て
い
た「
あ

か
ね
団
地
排
水
施
設
」
を

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
事
業
に
切
り
替
え
る
た

め
、
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
。
な
お
、
使
用
料
な
ど

の
変
更
は
な
い
。

■
南
部
町
観
光
施
設
条
例
の

一
部
改
正

▽
　
名
川
チ
ェ
リ
リ
ン
村
の

利
便
性
向
上
お
よ
び
施
設

の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、

使
用
で
き
る
設
備
に
キ
ャ

ン
プ
用
品
セ
ッ
ト
を
追
加

す
る
な
ど
、
所
要
の
改
正

を
行
っ
た
。

■
南
部
町
営
住
宅
条
例
及
び

南
部
町
特
定
公
共
賃
貸
住

宅
条
例
の
一
部
改
正

▽
　
民
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
高
齢
者
な
ど
の
住
宅

確
保
要
配
慮
者
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
環
境
の
充
実

を
図
る
観
点
か
ら
、
入
居

要
件
の
緩
和
や
連
帯
保
証

人
の
人
数
を
１
人
に
見
直

す
な
ど
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

予
　算
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◉議案に対する主な質疑◉一　般　質　問

一
　般
　質
　問

○
議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑
●
本
会
議

●
予
算
特
別
委
員
会

■
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
９
号
）

　【
問
】　
国
の
政
策
で
行
っ

た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

申
請
割
合
は
。

　
　
ま
た
、
予
防
接
種
の
受

診
者
数
が
当
初
の
見
込
み

よ
り
減
っ
て
い
る
が
、
受

診
を
奨
励
す
る
よ
う
な
働

き
か
け
は
。中

舘
文
雄
　
議
員

【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】

　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

申
請
率
は
44
・
６
％
と

な
っ
た
。

　
　
予
防
接
種
対
象
者
へ
個

人
宛
で
通
知
書
を
送
付
し

案
内
し
て
い
る
。

■
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
９
号
）

　【
問
】　
南
部
地
区
町
営
住

宅
建
替
の
経
緯
と
見
通
し

は
。

八
木
田
憲
司
　
議
員

【
建
設
課
長
答
弁
】

公
共
交
通
機
関
に
よ
る

利
便
性
や
用
地
取
得
な
ど

の
財
政
面
を
考
慮
し
、
現

在
も
候
補
地
を
選
定
中
で

あ
る
。

　
　
今
後
も
現
地
調
査
を
行

い
、
用
地
が
決
ま
り
し
だ

い
町
営
住
宅
の
設
計
を

行
っ
て
い
く
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
歳
入
）

　【
問
】　
令
和
２
年
度
予
算

で
は
、
基
金
か
ら
約
12
億

円
が
持
ち
出
さ
れ
る
が
、

基
金
の
残
高
予
測
は
。

　
　
ま
た
、
各
財
政
比
率
の

推
移
は
。夏

堀
文
孝
　
議
員

【
企
画
財
政
課
長
答
弁
】

　
基
金
の
総
額
は
平
成
30

年
度
末
現
在
、
１
１
４
億

２
８
８
６
万
４
千
円
で
あ

り
、
令
和
元
年
度
決
算
で

は
３
億
円
程
度
増
え
る
見

込
み
で
あ
る
。
令
和
２
年

度
予
算
は
過
去
最
大
規
模

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
基

金
残
高
が
減
少
す
る
と
予

想
さ
れ
る
が
、
各
財
政
比

率
は
健
全
な
財
政
運
営
の

範
囲
に
な
る
と
予
測
し
て

い
る
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
衛
生
費
）

　【
問
】
65
歳
以
上
に
配
布

さ
れ
て
い
る
温
泉
利
用
券

の
使
用
率
は
。工

藤
愛
　
議
員

【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】

　
配
布
枚
数
に
対
す
る
利

用
率
は
、
平
成
30
年
度
は

年
間
で
31
・
01
％
。
令
和

元
年
度
は
１
月
末
現
在
で

23
・
91
％
と
な
っ
て
い
る
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
農
林
水
産
業
費
）

　【
問
】
果
樹
暴
風
網
整
備

事
業
の
実
績
と
今
後
拡
充

し
て
い
く
考
え
は
。

工
藤
正
孝
　
議
員

　【
町
長
答
弁
】

令
和
元
年
度
か
ら
防
風

網
整
備
に
関
す
る
補
助
を

開
始
し
た
。
当
面
は
現
状

の
補
助
内
容
で
事
業
を
実

施
し
、
状
況
を
見
な
が
ら

判
断
を
し
て
い
く
。

【
農
林
課
長
補
佐
答
弁
】

令
和
元
年
度
の
実
績
は

５
１
９
・
９
㍍
、
交
付
額

93
万
６
千
円
と
な
っ
て
い

い
る
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
商
工
費
）

　【
問
】
達
者
村
宅
配
事
業

と
達
者
村
移
動
販
売
サ
ー

ビ
ス
事
業
の
違
い
は
。

夏
堀
嘉
一
郎
　
議
員

　【
商
工
観
光
課
長
答
弁
】

　
達
者
村
宅
配
事
業
は
、

会
員
が
注
文
し
た
食
材
な

ど
を
自
宅
に
配
達
す
る
。

　
　
達
者
村
移
動
販
売
サ
ー

ビ
ス
事
業
は
、
各
地
区
を

回
り
、
野
菜
や
総
菜
な
ど

を
乗
せ
た
専
用
車
が
移
動

販
売
を
行
う
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
土
木
費
）

　【
問
】
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

の
具
体
的
な
取
り
組
み

は
。

　
　
ま
た
、
新
た
な
宅
地
分

譲
地
の
規
模
は
。

滝
田
勉
　
議
員

【
建
設
課
長
答
弁
】

　
町
に
は
大
小
含
め
41
カ

所
公
園
が
あ
る
。
ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク
は
各
町
内
ご
と

に
気
軽
に
歩
い
て
い
け
る

身
近
な
場
所
に
小
規
模
な

公
園
を
整
備
す
る
も
の
。

今
年
度
は
整
備
場
所
の
調

査
を
行
い
、
南
部
、
名
川
、

福
地
地
区
に
１
カ
所
ず
つ

整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

遊
具
は
ブ
ラ
ン
コ
、
滑
り

台
、
ベ
ン
チ
な
ど
を
考
え

て
い
る
。

　
　
杉
沢
地
区
で
調
査
を
進

め
る
新
た
な
宅
地
分
譲
地

の
規
模
は
、
場
所
選
定
を

含
め
今
後
検
討
し
て
い
く
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
消
防
費
）

　【
問
】
二
又
地
区
に
導
入

予
定
の
消
防
車
両
の
仕
様

と
納
入
時
期
は
。

馬
場
又
彦
　
議
員

【
総
務
課
長
答
弁
】

　
Ｃ
Ｄ―

Ⅰ
型
の
消
防
車

両
を
導
入
す
る
。
納
入
時

期
は
令
和
３
年
３
月
を
予

定
し
て
い
る
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
）

　【
問
】
国
民
健
康
保
険
の

シ
ス
テ
ム
を
改
修
し
、
八

戸
地
域
で
共
同
利
用
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
利
用
す

る
市
町
村
は
。
ま
た
、
維

持
費
用
の
負
担
は
。

久
保
利
樹
　
議
員

　【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】

　
八
戸
市
、
階
上
町
、
五

戸
町
、
新
郷
村
、
南
部
町

の
５
市
町
村
で
共
同
利
用

す
る
。
維
持
費
用
は
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
数
で

負
担
割
合
を
決
定
す
る
。 CD-Ⅰ型の消防車両（福地第９分団）CD-Ⅰ型の消防車両（福地第９分団）

質
　
問
　
厚
生
労
働
省
が
再

編
統
合
の
議
論
が
必
要
だ
と

し
て
、
医
療
セ
ン
タ
ー
を
含

む
青
森
県
内
10
カ
所
の
公
立
・

公
的
病
院
を
公
表
し
た
こ
と

に
つ
い
て
、
次
の
質
問
を
す

る
。

①
県
の
地
域
医
療
構
想
の
中

で
、
医
療
セ
ン
タ
ー
の
位
置

づ
け
と
役
割
は
。

②
地
域
に
根
差
し
た
医
療
セ

ン
タ
ー
の
役
割
を
活
か
し
た

今
後
の
取
り
組
み
と
方
針
は
。

町
長
答
弁

①
青
森
県
地
域

医
療
構
想
で
は
、
八
戸
地
域

は
２
０
１
０
年
か
ら
２
０
２

５
年
ま
で
に
約
４
万
５
千
人

の
減
少
が
見
込
ま
れ
、
75
歳

以
上
の
割
合
は
20
％
に
達
す

る
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。

　
八
戸
地
域
で
は
、
４
０
０

床
か
ら
５
０
０
床
の
中
規
模

の
病
院
が
複
数
あ
り
、
診
療

機
能
の
重
複
や
医
師
の
減
少

に
よ
る
機
能
低
下
が
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
一
部
の
自
治

体
病
院
で
は
病
床
利
用
率
の

低
迷
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
再

編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
検

討
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
令
和
７
年

度
ま
で
に
急
性
期
病
床
は
、

中舘　文雄 議員

　
　
継
続
的
で

　
　
総
合
的
な

医
療
ケ
ア
を
提

供
し
て
い
く
。

答

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

　
　
医
療
セ
ン

　
　
タ
ー
の
今

後
の
取
り
組
み

と
方
針
は
。

問

６
４
１
床
減
ら
す
必
要
が
あ

る
と
さ
れ
、
高
度
急
性
期
、

回
復
期
、
慢
性
期
病
床
は
、

合
わ
せ
て
９
８
３
床
増
や
す

必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

②
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
旧
名

川
病
院
将
来
構
想
検
討
会
議

の
諮
問
を
踏
ま
え
、
一
般
病

床
66
床
の
う
ち
40
床
を
療
養

病
床
に
機
能
転
換
し
て
お
り
、

既
に
将
来
を
見
据
え
た
対
応

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

病
床
稼
働
率
が
90
％
台
と
同

じ
規
模
の
病
院
に
比
べ
る
と

２
割
か
ら
４
割
高
く
、
ニ
ー

ズ
が
継
続
し
て
い
る
。

　
現
時
点
で
医
療
セ
ン
タ
ー

の
病
床
数
の
削
減
や
転
換
、

廃
止
は
考
え
て
い
な
い
。
一

方
で
、
情
勢
の
変
化
に
よ
っ

て
は
、
将
来
の
機
能
転
換
を

否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、

常
に
医
療
需
要
を
意
識
し
た

対
策
を
と
り
続
け
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
　
問
　
６
月
末
に
東
京
都

内
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
八
戸

都
市
圏
交
流
プ
ラ
ザ
参
画
へ

の
対
策
と
方
針
は
。

　
　
八
戸
都
市

　
　
圏
交
流
プ

ラ
ザ
参
画
へ
の

対
策
と
方
針

は
。 問

町
長
答
弁

八
戸
都
市
圏
交

流
プ
ラ
ザ（
８
ｂ
ａ
ｓ
ｅ
）は
、

Ｊ
Ｒ
有
楽
町
駅
か
ら
新
橋
駅

間
の
再
開
発
エ
リ
ア
で
あ
る

「
日
比
谷
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｉ
」

に
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い

る
。
参
画
す
る
市
町
村
に
は
、

地
場
産
品
の
販
路
拡
大
や
関

係
人
口
の
形
成
、
増
加
に
向

け
た
Ｐ
Ｒ
事
業
の
実
施
な
ど

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
当
町
で
は
、
店
舗
内
で
の

飲
食
、
特
産
品
の
販
売
に
係

る
費
用
対
効
果
が
不
透
明
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年

度
ま
で
は
地
場
産
品
の
販
路

拡
大
を
除
い
た
事
業
の
み
と

い
う
条
件
で
参
画
し
た
。

　
令
和
４
年
度
以
降
の
交
流

プ
ラ
ザ
事
業
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
動
向
や
費
用
対
効
果

な
ど
を
検
証
し
な
が
ら
参
画

を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
関
係
人
口

　
　
の
形
成
、

増
加
に
向
け
た

Ｐ
Ｒ
事
業
を
実

施
す
る
。

答

　
　
健
康
維
持

　
　
に
関
わ
る

町
の
取
り
組
み

と
方
針
は
。

問質
　
問
　
全
世
代
型
社
会
保

障
検
討
会
議
で
明
記
さ
れ
た
、

健
康
維
持
に
積
極
的
な
取
り

組
み
と
そ
の
成
果
に
応
じ
た

交
付
金
の
配
分
額
の
決
定
に

対
し
て
、
町
の
体
制
と
取
り

組
み
方
針
は
。

町
長
答
弁

国
の
全
世
代
型

社
会
保
障
検
討
会
議
中
間
報

告
に
よ
る
と
、
高
齢
者
の
健

康
維
持
に
関
わ
る
交
付
金
に

つ
い
て
、
保
険
者
努
力
支
援

制
度
お
よ
び
介
護
保
険
者
機

能
強
化
推
進
制
度
の
抜
本
強

化
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
既
存
事
業

　
　
と
新
規
事

業
を
組
み
合
せ

な
が
ら
推
進
し

て
い
く
。

答

　
第
３
次
南
部
町
健
康
増
進

計
画
に
お
い
て
、
が
ん
や
脳

血
管
疾
患
対
策
の
強
化
、
糖

尿
病
の
重
症
化
予
防
の
強
化

な
ど
を
重
点
課
題
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て

い
る
ほ
か
、
第
７
期
南
部
町

介
護
保
険
事
業
・
高
齢
者
福

祉
計
画
に
お
い
て
は
、
高
齢

者
の
社
会
参
加
の
促
進
や
介

護
予
防
事
業
の
充
実
に
よ
る

健
康
寿
命
の
延
伸
、
効
果
的

な
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
展

開
に
よ
る
自
立
支
援
、
重
度

化
防
止
の
推
進
な
ど
を
図
る

こ
と
を
目
指
し
事
業
を
展
開

し
て
い
る
。
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◉議案に対する主な質疑◉一　般　質　問

一
　般
　質
　問

○
議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑
●
本
会
議

●
予
算
特
別
委
員
会

■
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
９
号
）

　【
問
】　
国
の
政
策
で
行
っ

た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

申
請
割
合
は
。

　
　
ま
た
、
予
防
接
種
の
受

診
者
数
が
当
初
の
見
込
み

よ
り
減
っ
て
い
る
が
、
受

診
を
奨
励
す
る
よ
う
な
働

き
か
け
は
。中

舘
文
雄
　
議
員

【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】

　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

申
請
率
は
44
・
６
％
と

な
っ
た
。

　
　
予
防
接
種
対
象
者
へ
個

人
宛
で
通
知
書
を
送
付
し

案
内
し
て
い
る
。

■
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
９
号
）

　【
問
】　
南
部
地
区
町
営
住

宅
建
替
の
経
緯
と
見
通
し

は
。

八
木
田
憲
司
　
議
員

【
建
設
課
長
答
弁
】

公
共
交
通
機
関
に
よ
る

利
便
性
や
用
地
取
得
な
ど

の
財
政
面
を
考
慮
し
、
現

在
も
候
補
地
を
選
定
中
で

あ
る
。

　
　
今
後
も
現
地
調
査
を
行

い
、
用
地
が
決
ま
り
し
だ

い
町
営
住
宅
の
設
計
を

行
っ
て
い
く
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
歳
入
）

　【
問
】　
令
和
２
年
度
予
算

で
は
、
基
金
か
ら
約
12
億

円
が
持
ち
出
さ
れ
る
が
、

基
金
の
残
高
予
測
は
。

　
　
ま
た
、
各
財
政
比
率
の

推
移
は
。夏

堀
文
孝
　
議
員

【
企
画
財
政
課
長
答
弁
】

　
基
金
の
総
額
は
平
成
30

年
度
末
現
在
、
１
１
４
億

２
８
８
６
万
４
千
円
で
あ

り
、
令
和
元
年
度
決
算
で

は
３
億
円
程
度
増
え
る
見

込
み
で
あ
る
。
令
和
２
年

度
予
算
は
過
去
最
大
規
模

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
基

金
残
高
が
減
少
す
る
と
予

想
さ
れ
る
が
、
各
財
政
比

率
は
健
全
な
財
政
運
営
の

範
囲
に
な
る
と
予
測
し
て

い
る
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
衛
生
費
）

　【
問
】
65
歳
以
上
に
配
布

さ
れ
て
い
る
温
泉
利
用
券

の
使
用
率
は
。工

藤
愛
　
議
員

【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】

　
配
布
枚
数
に
対
す
る
利

用
率
は
、
平
成
30
年
度
は

年
間
で
31
・
01
％
。
令
和

元
年
度
は
１
月
末
現
在
で

23
・
91
％
と
な
っ
て
い
る
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
農
林
水
産
業
費
）

　【
問
】
果
樹
暴
風
網
整
備

事
業
の
実
績
と
今
後
拡
充

し
て
い
く
考
え
は
。

工
藤
正
孝
　
議
員

　【
町
長
答
弁
】

令
和
元
年
度
か
ら
防
風

網
整
備
に
関
す
る
補
助
を

開
始
し
た
。
当
面
は
現
状

の
補
助
内
容
で
事
業
を
実

施
し
、
状
況
を
見
な
が
ら

判
断
を
し
て
い
く
。

【
農
林
課
長
補
佐
答
弁
】

令
和
元
年
度
の
実
績
は

５
１
９
・
９
㍍
、
交
付
額

93
万
６
千
円
と
な
っ
て
い

い
る
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
商
工
費
）

　【
問
】
達
者
村
宅
配
事
業

と
達
者
村
移
動
販
売
サ
ー

ビ
ス
事
業
の
違
い
は
。

夏
堀
嘉
一
郎
　
議
員

　【
商
工
観
光
課
長
答
弁
】

　
達
者
村
宅
配
事
業
は
、

会
員
が
注
文
し
た
食
材
な

ど
を
自
宅
に
配
達
す
る
。

　
　
達
者
村
移
動
販
売
サ
ー

ビ
ス
事
業
は
、
各
地
区
を

回
り
、
野
菜
や
総
菜
な
ど

を
乗
せ
た
専
用
車
が
移
動

販
売
を
行
う
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
土
木
費
）

　【
問
】
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

の
具
体
的
な
取
り
組
み

は
。

　
　
ま
た
、
新
た
な
宅
地
分

譲
地
の
規
模
は
。

滝
田
勉
　
議
員

【
建
設
課
長
答
弁
】

　
町
に
は
大
小
含
め
41
カ

所
公
園
が
あ
る
。
ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク
は
各
町
内
ご
と

に
気
軽
に
歩
い
て
い
け
る

身
近
な
場
所
に
小
規
模
な

公
園
を
整
備
す
る
も
の
。

今
年
度
は
整
備
場
所
の
調

査
を
行
い
、
南
部
、
名
川
、

福
地
地
区
に
１
カ
所
ず
つ

整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

遊
具
は
ブ
ラ
ン
コ
、
滑
り

台
、
ベ
ン
チ
な
ど
を
考
え

て
い
る
。

　
　
杉
沢
地
区
で
調
査
を
進

め
る
新
た
な
宅
地
分
譲
地

の
規
模
は
、
場
所
選
定
を

含
め
今
後
検
討
し
て
い
く
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
消
防
費
）

　【
問
】
二
又
地
区
に
導
入

予
定
の
消
防
車
両
の
仕
様

と
納
入
時
期
は
。

馬
場
又
彦
　
議
員

【
総
務
課
長
答
弁
】

　
Ｃ
Ｄ―

Ⅰ
型
の
消
防
車

両
を
導
入
す
る
。
納
入
時

期
は
令
和
３
年
３
月
を
予

定
し
て
い
る
。

■
予
算
特
別
委
員
会
（
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
）

　【
問
】
国
民
健
康
保
険
の

シ
ス
テ
ム
を
改
修
し
、
八

戸
地
域
で
共
同
利
用
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
利
用
す

る
市
町
村
は
。
ま
た
、
維

持
費
用
の
負
担
は
。

久
保
利
樹
　
議
員

　【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】

　
八
戸
市
、
階
上
町
、
五

戸
町
、
新
郷
村
、
南
部
町

の
５
市
町
村
で
共
同
利
用

す
る
。
維
持
費
用
は
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
数
で

負
担
割
合
を
決
定
す
る
。 CD-Ⅰ型の消防車両（福地第９分団）CD-Ⅰ型の消防車両（福地第９分団）

質
　
問
　
厚
生
労
働
省
が
再

編
統
合
の
議
論
が
必
要
だ
と

し
て
、
医
療
セ
ン
タ
ー
を
含

む
青
森
県
内
10
カ
所
の
公
立
・

公
的
病
院
を
公
表
し
た
こ
と

に
つ
い
て
、
次
の
質
問
を
す

る
。

①
県
の
地
域
医
療
構
想
の
中

で
、
医
療
セ
ン
タ
ー
の
位
置

づ
け
と
役
割
は
。

②
地
域
に
根
差
し
た
医
療
セ

ン
タ
ー
の
役
割
を
活
か
し
た

今
後
の
取
り
組
み
と
方
針
は
。

町
長
答
弁

①
青
森
県
地
域

医
療
構
想
で
は
、
八
戸
地
域

は
２
０
１
０
年
か
ら
２
０
２

５
年
ま
で
に
約
４
万
５
千
人

の
減
少
が
見
込
ま
れ
、
75
歳

以
上
の
割
合
は
20
％
に
達
す

る
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。

　
八
戸
地
域
で
は
、
４
０
０

床
か
ら
５
０
０
床
の
中
規
模

の
病
院
が
複
数
あ
り
、
診
療

機
能
の
重
複
や
医
師
の
減
少

に
よ
る
機
能
低
下
が
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
一
部
の
自
治

体
病
院
で
は
病
床
利
用
率
の

低
迷
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
再

編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
検

討
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
令
和
７
年

度
ま
で
に
急
性
期
病
床
は
、

中舘　文雄 議員

　
　
継
続
的
で

　
　
総
合
的
な

医
療
ケ
ア
を
提

供
し
て
い
く
。

答

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

　
　
医
療
セ
ン

　
　
タ
ー
の
今

後
の
取
り
組
み

と
方
針
は
。

問

６
４
１
床
減
ら
す
必
要
が
あ

る
と
さ
れ
、
高
度
急
性
期
、

回
復
期
、
慢
性
期
病
床
は
、

合
わ
せ
て
９
８
３
床
増
や
す

必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

②
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
旧
名

川
病
院
将
来
構
想
検
討
会
議

の
諮
問
を
踏
ま
え
、
一
般
病

床
66
床
の
う
ち
40
床
を
療
養

病
床
に
機
能
転
換
し
て
お
り
、

既
に
将
来
を
見
据
え
た
対
応

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

病
床
稼
働
率
が
90
％
台
と
同

じ
規
模
の
病
院
に
比
べ
る
と

２
割
か
ら
４
割
高
く
、
ニ
ー

ズ
が
継
続
し
て
い
る
。

　
現
時
点
で
医
療
セ
ン
タ
ー

の
病
床
数
の
削
減
や
転
換
、

廃
止
は
考
え
て
い
な
い
。
一

方
で
、
情
勢
の
変
化
に
よ
っ

て
は
、
将
来
の
機
能
転
換
を

否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、

常
に
医
療
需
要
を
意
識
し
た

対
策
を
と
り
続
け
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
　
問
　
６
月
末
に
東
京
都

内
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
八
戸

都
市
圏
交
流
プ
ラ
ザ
参
画
へ

の
対
策
と
方
針
は
。

　
　
八
戸
都
市

　
　
圏
交
流
プ

ラ
ザ
参
画
へ
の

対
策
と
方
針

は
。 問

町
長
答
弁

八
戸
都
市
圏
交

流
プ
ラ
ザ（
８
ｂ
ａ
ｓ
ｅ
）は
、

Ｊ
Ｒ
有
楽
町
駅
か
ら
新
橋
駅

間
の
再
開
発
エ
リ
ア
で
あ
る

「
日
比
谷
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｉ
」

に
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い

る
。
参
画
す
る
市
町
村
に
は
、

地
場
産
品
の
販
路
拡
大
や
関

係
人
口
の
形
成
、
増
加
に
向

け
た
Ｐ
Ｒ
事
業
の
実
施
な
ど

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
当
町
で
は
、
店
舗
内
で
の

飲
食
、
特
産
品
の
販
売
に
係

る
費
用
対
効
果
が
不
透
明
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年

度
ま
で
は
地
場
産
品
の
販
路

拡
大
を
除
い
た
事
業
の
み
と

い
う
条
件
で
参
画
し
た
。

　
令
和
４
年
度
以
降
の
交
流

プ
ラ
ザ
事
業
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
動
向
や
費
用
対
効
果

な
ど
を
検
証
し
な
が
ら
参
画

を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
関
係
人
口

　
　
の
形
成
、

増
加
に
向
け
た

Ｐ
Ｒ
事
業
を
実

施
す
る
。

答

　
　
健
康
維
持

　
　
に
関
わ
る

町
の
取
り
組
み

と
方
針
は
。

問質
　
問
　
全
世
代
型
社
会
保

障
検
討
会
議
で
明
記
さ
れ
た
、

健
康
維
持
に
積
極
的
な
取
り

組
み
と
そ
の
成
果
に
応
じ
た

交
付
金
の
配
分
額
の
決
定
に

対
し
て
、
町
の
体
制
と
取
り

組
み
方
針
は
。

町
長
答
弁

国
の
全
世
代
型

社
会
保
障
検
討
会
議
中
間
報

告
に
よ
る
と
、
高
齢
者
の
健

康
維
持
に
関
わ
る
交
付
金
に

つ
い
て
、
保
険
者
努
力
支
援

制
度
お
よ
び
介
護
保
険
者
機

能
強
化
推
進
制
度
の
抜
本
強

化
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
既
存
事
業

　
　
と
新
規
事

業
を
組
み
合
せ

な
が
ら
推
進
し

て
い
く
。

答

　
第
３
次
南
部
町
健
康
増
進

計
画
に
お
い
て
、
が
ん
や
脳

血
管
疾
患
対
策
の
強
化
、
糖

尿
病
の
重
症
化
予
防
の
強
化

な
ど
を
重
点
課
題
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て

い
る
ほ
か
、
第
７
期
南
部
町

介
護
保
険
事
業
・
高
齢
者
福

祉
計
画
に
お
い
て
は
、
高
齢

者
の
社
会
参
加
の
促
進
や
介

護
予
防
事
業
の
充
実
に
よ
る

健
康
寿
命
の
延
伸
、
効
果
的

な
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
展

開
に
よ
る
自
立
支
援
、
重
度

化
防
止
の
推
進
な
ど
を
図
る

こ
と
を
目
指
し
事
業
を
展
開

し
て
い
る
。
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◉一　般　質　問◉一　般　質　問
質
　
問
小
中
学
校
の
給
食

費
の
無
料
化
、
18
歳
ま
で
医

療
費
の
無
料
化
な
ど
、
南
部

町
独
自
で
子
育
て
支
援
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
国
で
も
昨

年
10
月
か
ら
、
幼
稚
園
、
保

育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
な
ど

を
利
用
す
る
３
歳
か
ら
５
歳

ま
で
の
利
用
料
が
無
料
化
さ

れ
た
が
、
ゼ
ロ
歳
か
ら
２
歳

ま
で
の
子
ど
も
に
関
し
て
は

住
民
税
非
課
税
世
帯
だ
け
が

対
象
と
な
る
。

第
90
回
定
例
会
の
答
弁
で
、

３
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る

住
民
税
課
税
世
帯
へ
の
支
援

を
検
討
す
る
と
の
こ
と
だ
っ

た
が
、
そ
の
後
の
進
展
は
。

町
長
答
弁

ゼ
ロ
歳
か
ら
２

歳
ま
で
の
子
ど
も
に
つ
い
て

は
、
子
育
て
に
関
す
る
経
済

的
負
担
の
軽
減
と
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
育
て
ら
れ
る
環

久保　利樹 議員

　
　
子
育
て
用

　
　
品
給
付
事

業
を
実
施
す

る
。 答

　
　
３
歳
未
満

　
　
の
子
ど
も

が
い
る
住
民
税

課
税
世
帯
へ
の

支
援
は
。

問

質
　
問
　
農
業
観
光
や
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
観
光
な
ど
で

訪
れ
た
方
に
、
再
度
南
部
町

に
訪
れ
て
い
た
だ
く
た
め
に

　
　
観
光
・
コ

　
　
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
施
設
の

劣
化
状
態
の
調

査
と
対
応
は
。

問

町
長
答
弁

①
バ
ー
デ
パ
ー

ク
（
バ
ー
デ
ハ
ウ
ス
ふ
く
ち
、

ふ
く
ち
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
、

ア
ヴ
ァ
ン
セ
ふ
く
ち
）、
農
林

漁
業
体
験
実
習
館
チ
ェ
リ
ウ

ス
と
も
、
建
築
基
準
法
に
基

づ
く
建
築
物
の
調
査
お
よ
び

検
査
を
実
施
し
て
い
る
。
毎

年
、
換
気
、
排
煙
、
非
常
用

照
明
の
ほ
か
、
防
火
設
備
と

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
検
査
を
行

い
、
建
物
の
基
礎
や
外
壁
、

屋
根
や
屋
上
、
耐
火
性
能
な

ど
の
調
査
は
３
年
に
１
回

行
っ
て
い
る
が
、
建
物
内
部

　
　
法
に
基
づ

　
　
く
調
査
を

行
い
安
全
な
運

営
に
努
め
る
。

答

の
詳
細
な
調
査
は
実
施
し
て

い
な
い
。

　
こ
の
ほ
か
町
所
有
の
施
設

に
つ
い
て
も
、
建
築
基
準
法

に
基
づ
く
調
査
お
よ
び
検
査

の
実
施
、
消
防
用
設
備
や
電

気
設
備
の
点
検
を
実
施
し
て

い
る
。

　
老
朽
化
な
ど
に
伴
う
大
規

模
改
修
は
管
理
施
設
が
多
数

あ
る
た
め
、
劣
化
の
程
度
、

緊
急
性
の
順
位
を
検
討
し
、

順
次
進
め
て
い
る
。

②
バ
ー
デ
パ
ー
ク
は
非
常
用

照
明
の
不
都
合
が
指
摘
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
令
和
２
年
度

に
修
繕
を
行
う
。
今
後
は
、

建
物
内
部
の
詳
細
な
調
査
を

含
め
て
、
全
体
的
な
調
査
お

よ
び
検
査
を
実
施
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
職
員
の
目
視
に
よ

る
外
観
確
認
で
の
不
都
合
や

利
用
者
か
ら
の
情
報
提
供
に

よ
る
不
都
合
な
ど
は
、
小
破

修
繕
と
し
て
随
時
対
応
し
て

い
る
。

　
今
後
も
利
用
者
の
安
全
確

保
と
利
便
性
の
向
上
を
図
る

た
め
、
施
設
の
点
検
を
継
続

し
、
速
や
か
な
対
応
を
最
優

先
に
安
全
な
運
営
に
努
め
て

い
く
。

境
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、

所
得
制
限
を
設
け
ず
に
、
生

活
保
護
世
帯
を
除
く
ゼ
ロ
歳

か
ら
２
歳
ま
で
の
子
ど
も
の

保
護
者
に
、
紙
お
む
つ
、
粉

ミ
ル
ク
な
ど
の
子
育
て
用
品

と
引
き
換
え
可
能
な
ク
ー
ポ

ン
券
を
給
付
す
る
「
子
育
て

用
品
給
付
事
業
」
を
令
和
２

年
度
か
ら
実
施
す
る
予
定
で

あ
る
。

も
、
観
光・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

施
設
の
維
持
管
理
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
、
次
の
質
問
を

す
る
。

①
町
所
有
施
設
の
観
光
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
の
劣
化

状
態
の
調
査
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

②
そ
の
結
果
に
対
し
て
の
対

応
は
。

子育て用品給付事業

　0 歳から 2 歳児を養育する保護者を対象に、町内の取扱店
で使用できる子育て用品助成券「南部町ぴよすくーぽん」を
毎月郵送します。
対象者
　乳幼児（0～ 2歳児）を養育する保護者
 　※生活保護世帯は除く。
対象の子育て用品
　・おむつ関連用品（紙おむつなど）
　・授乳関連用品（粉ミルクなど）
　・離乳食関連用品（ベビーフードなど）
　・歯科口腔関連用品（乳幼児用歯ブラシなど）
手続
　申請が必要です。忘れずに手続きをするようお願いいたし
ます。
その他
　・所得制限はありません。
　・助成券には使用期限があります。
　・譲渡、転売または貸付することはできません。
　・おつりは出ません。
　・転出などの際は、助成券を返還してください。
問合せ先
　健康福祉課（健康センター）　☎0178-60-7100

5,000 円分の助成券を毎月給付します！5,000 円分の助成券を毎月給付します！
町独自！町独自！

工藤　愛 議員

質
　
問
少
子
化
に
対
応
し

た
持
続
的
な
学
校
運
営
を
し

て
い
く
た
め
に
、
小
学
校
、

中
学
校
の
統
廃
合
を
検
討
す

る
機
会
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、

保
護
者
か
ら
「
選
ば
れ
る
学

校
」
を
整
備
す
る
た
め
、
次

の
質
問
を
す
る
。

①
令
和
元
年
度
に
行
わ
れ
た

学
校
統
廃
合
に
関
す
る
説
明

会
の
開
催
時
期
、
場
所
、
参

加
人
数
は
。
今
後
、
住
民
の

理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、

速
や
か
に
整
備
す
る
た
め
の

進
め
方
は
。

②
国
の
規
定
を
上
回
る
職
員

配
置
は
あ
る
の
か
。
今
後
、

町
独
自
に
加
配
す
る
考
え
は
。

教
育
長
答
弁

①
学
校
統
廃

合
に
関
す
る
説
明
会
の
開
催

時
期
、
場
所
、
参
加
人
数
は

下
表
参
照
。

　
説
明
会
で
は
、
平
成
30
年

度
に
実
施
し
た
学
校
統
廃
合

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
報
告

し
た
。

　
ま
た
、
学
校
統
廃
合
の
方

針
や
教
育
環
境
整
備
の
進
め

方
な
ど
を
総
合
的
に
検
討
す

る
た
め
、
南
部
町
学
校
統
廃

合
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て

い
る
。

②
文
部
科
学
省
で
は
、
基
礎

学
力
の
向
上
と
き
め
細
や
か

な
指
導
の
充
実
を
図
る
た
め

に
教
員
を
加
配
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
し
て
お
り
、
町
内

の
小
学
校
３
校
、
中
学
校
４

校
に
県
費
負
担
で
加
配
措
置

を
し
て
い
る
。
町
独
自
で
加

配
す
る
た
め
に
は
人
件
費
な

ど
が
全
て
町
負
担
と
な
る
た

め
、
現
時
点
で
は
町
独
自
の

加
配
は
考
え
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
教
育
上
特
別
な
支

援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒

に
対
し
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
を
配
置
し
、
学
校
生
活

や
学
習
面
で
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

③
学
校
経
営
に
創
意
工
夫
を

凝
ら
し
、
個
性
を
生
か
し
創

造
性
を
育
む
学
校
教
育
活
動

の
活
発
な
活
動
を
推
進
す
る

た
め
、
特
色
あ
る
学
校
経
営

　
　
特
色
あ
る

　
　
学
校
経
営

事
業
や
国
内
交

流
、
海
外
派
遣

を
実
施
し
て
い

る
。 答

　
　
南
部
町
の

　
　
強
み
を
生

か
し
た
学
校
整

備
の
た
め
の
取

り
組
み
は
。

問

③
帰
郷
を
考
え
て
い
る
保
護

者
に
「
選
ば
れ
る
学
校
」
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
の
取
り

組
み
は
。

事
業
を
町
独
自
で
行
っ
て
い

る
。
各
学
校
で
テ
ー
マ
を
掲

げ
、
農
業
体
験
や
史
跡
発
掘

体
験
、
伝
統
文
化
の
継
承
な

ど
、
自
然
や
文
化
を
取
り
入

れ
た
総
合
的
な
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
山
梨
県
南

部
町
と
の
国
内
交
流
事
業
や
、

カ
ナ
ダ
バ
ン
ク
ー
バ
ー
へ
の

海
外
派
遣
を
実
施
し
て
い
る
。

質
　
問
　
町
の
魅
力
は
地
域

を
出
て
初
め
て
気
付
く
こ
と

が
多
く
、
町
外
出
身
者
を
町

職
員
と
し
て
採
用
す
る
こ
と

で
魅
力
を
よ
り
的
確
に
発
信

で
き
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
性
は

増
し
て
お
り
、
相
手
に
合
っ

た
情
報
の
発
信
が
鍵
を
握
っ

て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

次
の
質
問
を
す
る
。

①
過
去
３
年
間
の
町
外
出
身

者
の
応
募
、
採
用
状
況
は
。

　
　
情
報
発
信

　
　
の
鍵
を
握

る
Ｉ
Ｔ
環
境
整

備
の
成
果
は
。

問

町
長
答
弁

①
町
外
出
身
者

の
応
募
お
よ
び
採
用
状
況
は

下
表
参
照
。

②「
テ
レ
ビ
や
新
聞
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
取
り
組
み
を

知
っ
て
南
部
町
に
魅
力
を
感

じ
、
自
分
も
貢
献
し
た
い
と

思
っ
た
」
や
「
家
族
で
南
部

町
を
訪
ね
た
こ
と
が
あ
り
、

印
象
が
よ
か
っ
た
」
な
ど
の

意
見
が
多
く
占
め
て
い
る
。

③
選
挙
に
お
け
る
期
日
前
投

票
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

よ
り
、
町
内
３
カ
所
に
開
設

し
て
い
る
期
日
前
投
票
所
に

お
い
て
、
い
ず
れ
の
投
票
所

で
も
期
日
前
投
票
が
可
能
と

な
っ
た
。
ま
た
、
子
育
て
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
対

応
し
た
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

　
　
教
育
分
野

　
　
な
ど
多
方

面
で
の
導
入
を

進
め
て
い
く
。

答

児
童
手
当
や
保
育
所
入
所
申

込
な
ど
の
手
続
き
が
電
子
申

請
で
き
る
よ
う
整
備
し
て
い

る
ほ
か
、
地
方
税
ポ
ー
タ
ル

シ
ス
テ
ム
（
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
）

で
の
手
続
き
に
お
い
て
、
町

の
シ
ス
テ
ム
と
情
報
連
携
し

て
い
る
。

　
今
後
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
対
応
す
る
た
め
町
内

小
中
学
校
に
整
備
を
進
め
る

ほ
か
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

へ
Ｗ
ｉ
｜
Ｆ
ｉ
環
境
を
整
備

す
る
な
ど
、
多
方
面
に
お
い

て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

②
町
外
出
身
者
が
町
職
員
へ

の
応
募
を
決
め
た
理
由
は
。

③
Ｉ
Ｔ
環
境
の
伸
展
に
つ
い

て
、
今
年
度
の
成
果
は
。

南部公民館

ゆとりあ

剣吉公民館

あけぼの研修センター

８月５日

８月７日

８月９日

８月 19 日

17 名

13 名

８名

９名

47 名

日　付 場　所 人　数

学校統廃合に関する説明会の開催場所など

合　　計 ４カ所

応募状況（平成 30 年度）採用状況（平成 31 年４月１日）

５人
（町外）

25 人
（町外）

21 人
（町内）

８人
（町内）

合計　13 人 合計　46 人
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◉一　般　質　問◉一　般　質　問
質
　
問
小
中
学
校
の
給
食

費
の
無
料
化
、
18
歳
ま
で
医

療
費
の
無
料
化
な
ど
、
南
部

町
独
自
で
子
育
て
支
援
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
国
で
も
昨

年
10
月
か
ら
、
幼
稚
園
、
保

育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
な
ど

を
利
用
す
る
３
歳
か
ら
５
歳

ま
で
の
利
用
料
が
無
料
化
さ

れ
た
が
、
ゼ
ロ
歳
か
ら
２
歳

ま
で
の
子
ど
も
に
関
し
て
は

住
民
税
非
課
税
世
帯
だ
け
が

対
象
と
な
る
。

第
90
回
定
例
会
の
答
弁
で
、

３
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る

住
民
税
課
税
世
帯
へ
の
支
援

を
検
討
す
る
と
の
こ
と
だ
っ

た
が
、
そ
の
後
の
進
展
は
。

町
長
答
弁

ゼ
ロ
歳
か
ら
２

歳
ま
で
の
子
ど
も
に
つ
い
て

は
、
子
育
て
に
関
す
る
経
済

的
負
担
の
軽
減
と
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
育
て
ら
れ
る
環

久保　利樹 議員

　
　
子
育
て
用

　
　
品
給
付
事

業
を
実
施
す

る
。 答

　
　
３
歳
未
満

　
　
の
子
ど
も

が
い
る
住
民
税

課
税
世
帯
へ
の

支
援
は
。

問

質
　
問
　
農
業
観
光
や
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
観
光
な
ど
で

訪
れ
た
方
に
、
再
度
南
部
町

に
訪
れ
て
い
た
だ
く
た
め
に

　
　
観
光
・
コ

　
　
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
施
設
の

劣
化
状
態
の
調

査
と
対
応
は
。

問

町
長
答
弁

①
バ
ー
デ
パ
ー

ク
（
バ
ー
デ
ハ
ウ
ス
ふ
く
ち
、

ふ
く
ち
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
、

ア
ヴ
ァ
ン
セ
ふ
く
ち
）、
農
林

漁
業
体
験
実
習
館
チ
ェ
リ
ウ

ス
と
も
、
建
築
基
準
法
に
基

づ
く
建
築
物
の
調
査
お
よ
び

検
査
を
実
施
し
て
い
る
。
毎

年
、
換
気
、
排
煙
、
非
常
用

照
明
の
ほ
か
、
防
火
設
備
と

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
検
査
を
行

い
、
建
物
の
基
礎
や
外
壁
、

屋
根
や
屋
上
、
耐
火
性
能
な

ど
の
調
査
は
３
年
に
１
回

行
っ
て
い
る
が
、
建
物
内
部

　
　
法
に
基
づ

　
　
く
調
査
を

行
い
安
全
な
運

営
に
努
め
る
。

答

の
詳
細
な
調
査
は
実
施
し
て

い
な
い
。

　
こ
の
ほ
か
町
所
有
の
施
設

に
つ
い
て
も
、
建
築
基
準
法

に
基
づ
く
調
査
お
よ
び
検
査

の
実
施
、
消
防
用
設
備
や
電

気
設
備
の
点
検
を
実
施
し
て

い
る
。

　
老
朽
化
な
ど
に
伴
う
大
規

模
改
修
は
管
理
施
設
が
多
数

あ
る
た
め
、
劣
化
の
程
度
、

緊
急
性
の
順
位
を
検
討
し
、

順
次
進
め
て
い
る
。

②
バ
ー
デ
パ
ー
ク
は
非
常
用

照
明
の
不
都
合
が
指
摘
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
令
和
２
年
度

に
修
繕
を
行
う
。
今
後
は
、

建
物
内
部
の
詳
細
な
調
査
を

含
め
て
、
全
体
的
な
調
査
お

よ
び
検
査
を
実
施
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
職
員
の
目
視
に
よ

る
外
観
確
認
で
の
不
都
合
や

利
用
者
か
ら
の
情
報
提
供
に

よ
る
不
都
合
な
ど
は
、
小
破

修
繕
と
し
て
随
時
対
応
し
て

い
る
。

　
今
後
も
利
用
者
の
安
全
確

保
と
利
便
性
の
向
上
を
図
る

た
め
、
施
設
の
点
検
を
継
続

し
、
速
や
か
な
対
応
を
最
優

先
に
安
全
な
運
営
に
努
め
て

い
く
。

境
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、

所
得
制
限
を
設
け
ず
に
、
生

活
保
護
世
帯
を
除
く
ゼ
ロ
歳

か
ら
２
歳
ま
で
の
子
ど
も
の

保
護
者
に
、
紙
お
む
つ
、
粉

ミ
ル
ク
な
ど
の
子
育
て
用
品

と
引
き
換
え
可
能
な
ク
ー
ポ

ン
券
を
給
付
す
る
「
子
育
て

用
品
給
付
事
業
」
を
令
和
２

年
度
か
ら
実
施
す
る
予
定
で

あ
る
。

も
、
観
光・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

施
設
の
維
持
管
理
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
、
次
の
質
問
を

す
る
。

①
町
所
有
施
設
の
観
光
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
の
劣
化

状
態
の
調
査
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

②
そ
の
結
果
に
対
し
て
の
対

応
は
。

子育て用品給付事業

　0 歳から 2 歳児を養育する保護者を対象に、町内の取扱店
で使用できる子育て用品助成券「南部町ぴよすくーぽん」を
毎月郵送します。
対象者
　乳幼児（0～ 2歳児）を養育する保護者
 　※生活保護世帯は除く。
対象の子育て用品
　・おむつ関連用品（紙おむつなど）
　・授乳関連用品（粉ミルクなど）
　・離乳食関連用品（ベビーフードなど）
　・歯科口腔関連用品（乳幼児用歯ブラシなど）
手続
　申請が必要です。忘れずに手続きをするようお願いいたし
ます。
その他
　・所得制限はありません。
　・助成券には使用期限があります。
　・譲渡、転売または貸付することはできません。
　・おつりは出ません。
　・転出などの際は、助成券を返還してください。
問合せ先
　健康福祉課（健康センター）　☎0178-60-7100

5,000 円分の助成券を毎月給付します！5,000 円分の助成券を毎月給付します！
町独自！町独自！

工藤　愛 議員

質
　
問
少
子
化
に
対
応
し

た
持
続
的
な
学
校
運
営
を
し

て
い
く
た
め
に
、
小
学
校
、

中
学
校
の
統
廃
合
を
検
討
す

る
機
会
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、

保
護
者
か
ら
「
選
ば
れ
る
学

校
」
を
整
備
す
る
た
め
、
次

の
質
問
を
す
る
。

①
令
和
元
年
度
に
行
わ
れ
た

学
校
統
廃
合
に
関
す
る
説
明

会
の
開
催
時
期
、
場
所
、
参

加
人
数
は
。
今
後
、
住
民
の

理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、

速
や
か
に
整
備
す
る
た
め
の

進
め
方
は
。

②
国
の
規
定
を
上
回
る
職
員

配
置
は
あ
る
の
か
。
今
後
、

町
独
自
に
加
配
す
る
考
え
は
。

教
育
長
答
弁

①
学
校
統
廃

合
に
関
す
る
説
明
会
の
開
催

時
期
、
場
所
、
参
加
人
数
は

下
表
参
照
。

　
説
明
会
で
は
、
平
成
30
年

度
に
実
施
し
た
学
校
統
廃
合

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
報
告

し
た
。

　
ま
た
、
学
校
統
廃
合
の
方

針
や
教
育
環
境
整
備
の
進
め

方
な
ど
を
総
合
的
に
検
討
す

る
た
め
、
南
部
町
学
校
統
廃

合
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て

い
る
。

②
文
部
科
学
省
で
は
、
基
礎

学
力
の
向
上
と
き
め
細
や
か

な
指
導
の
充
実
を
図
る
た
め

に
教
員
を
加
配
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
し
て
お
り
、
町
内

の
小
学
校
３
校
、
中
学
校
４

校
に
県
費
負
担
で
加
配
措
置

を
し
て
い
る
。
町
独
自
で
加

配
す
る
た
め
に
は
人
件
費
な

ど
が
全
て
町
負
担
と
な
る
た

め
、
現
時
点
で
は
町
独
自
の

加
配
は
考
え
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
教
育
上
特
別
な
支

援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒

に
対
し
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
を
配
置
し
、
学
校
生
活

や
学
習
面
で
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

③
学
校
経
営
に
創
意
工
夫
を

凝
ら
し
、
個
性
を
生
か
し
創

造
性
を
育
む
学
校
教
育
活
動

の
活
発
な
活
動
を
推
進
す
る

た
め
、
特
色
あ
る
学
校
経
営

　
　
特
色
あ
る

　
　
学
校
経
営

事
業
や
国
内
交

流
、
海
外
派
遣

を
実
施
し
て
い

る
。 答

　
　
南
部
町
の

　
　
強
み
を
生

か
し
た
学
校
整

備
の
た
め
の
取

り
組
み
は
。

問

③
帰
郷
を
考
え
て
い
る
保
護

者
に
「
選
ば
れ
る
学
校
」
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
の
取
り

組
み
は
。

事
業
を
町
独
自
で
行
っ
て
い

る
。
各
学
校
で
テ
ー
マ
を
掲

げ
、
農
業
体
験
や
史
跡
発
掘

体
験
、
伝
統
文
化
の
継
承
な

ど
、
自
然
や
文
化
を
取
り
入

れ
た
総
合
的
な
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
山
梨
県
南

部
町
と
の
国
内
交
流
事
業
や
、

カ
ナ
ダ
バ
ン
ク
ー
バ
ー
へ
の

海
外
派
遣
を
実
施
し
て
い
る
。

質
　
問
　
町
の
魅
力
は
地
域

を
出
て
初
め
て
気
付
く
こ
と

が
多
く
、
町
外
出
身
者
を
町

職
員
と
し
て
採
用
す
る
こ
と

で
魅
力
を
よ
り
的
確
に
発
信

で
き
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
性
は

増
し
て
お
り
、
相
手
に
合
っ

た
情
報
の
発
信
が
鍵
を
握
っ

て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

次
の
質
問
を
す
る
。

①
過
去
３
年
間
の
町
外
出
身

者
の
応
募
、
採
用
状
況
は
。

　
　
情
報
発
信

　
　
の
鍵
を
握

る
Ｉ
Ｔ
環
境
整

備
の
成
果
は
。

問

町
長
答
弁

①
町
外
出
身
者

の
応
募
お
よ
び
採
用
状
況
は

下
表
参
照
。

②「
テ
レ
ビ
や
新
聞
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
取
り
組
み
を

知
っ
て
南
部
町
に
魅
力
を
感

じ
、
自
分
も
貢
献
し
た
い
と

思
っ
た
」
や
「
家
族
で
南
部

町
を
訪
ね
た
こ
と
が
あ
り
、

印
象
が
よ
か
っ
た
」
な
ど
の

意
見
が
多
く
占
め
て
い
る
。

③
選
挙
に
お
け
る
期
日
前
投

票
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

よ
り
、
町
内
３
カ
所
に
開
設

し
て
い
る
期
日
前
投
票
所
に

お
い
て
、
い
ず
れ
の
投
票
所

で
も
期
日
前
投
票
が
可
能
と

な
っ
た
。
ま
た
、
子
育
て
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
対

応
し
た
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

　
　
教
育
分
野

　
　
な
ど
多
方

面
で
の
導
入
を

進
め
て
い
く
。

答

児
童
手
当
や
保
育
所
入
所
申

込
な
ど
の
手
続
き
が
電
子
申

請
で
き
る
よ
う
整
備
し
て
い

る
ほ
か
、
地
方
税
ポ
ー
タ
ル

シ
ス
テ
ム
（
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
）

で
の
手
続
き
に
お
い
て
、
町

の
シ
ス
テ
ム
と
情
報
連
携
し

て
い
る
。

　
今
後
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
対
応
す
る
た
め
町
内

小
中
学
校
に
整
備
を
進
め
る

ほ
か
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

へ
Ｗ
ｉ
｜
Ｆ
ｉ
環
境
を
整
備

す
る
な
ど
、
多
方
面
に
お
い

て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

②
町
外
出
身
者
が
町
職
員
へ

の
応
募
を
決
め
た
理
由
は
。

③
Ｉ
Ｔ
環
境
の
伸
展
に
つ
い

て
、
今
年
度
の
成
果
は
。

南部公民館

ゆとりあ

剣吉公民館

あけぼの研修センター

８月５日

８月７日

８月９日

８月 19 日

17 名

13 名

８名

９名

47 名

日　付 場　所 人　数

学校統廃合に関する説明会の開催場所など

合　　計 ４カ所

応募状況（平成 30 年度）採用状況（平成 31 年４月１日）

５人
（町外）

25 人
（町外）

21 人
（町内）

８人
（町内）

合計　13 人 合計　46 人
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◉一　般　質　問◉一般質問、議会傍聴
質
　問
　「病
気
に
な
ら
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
の
施
設
」

を
目
的
と
し
て
建
設
さ
れ
た

バ
ー
デ
パ
ー
ク
は
、
現
在
、

ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
の
製
氷
に

使
用
す
る
フ
ロ
ン
ガ
ス
が
購

入
で
き
な
く
な
る
こ
と
や
、

バ
ー
デ
ハ
ウ
ス
の
ウ
オ
ー

タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
解
体
な
ど

に
直
面
し
て
い
る
。

　短
命
県
返
上
の
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
て
い

る
青
森
県
と
よ
り
一
層
連
携

し
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
、
町
民
の

健
康
と
生
命
を
守
っ
て
い
く

こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
と
思

い
、
ま
た
、
バ
ー
デ
パ
ー
ク

は
県
全
体
で
取
り
組
ん
で
い

る
対
策
の
中
心
的
な
施
設
に

町
長
答
弁

令
和
４
年
１
月

に
は
第
71
回
全
国
高
等
学
校

ス
ケ
ー
ト
競
技
・
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
競
技
選
手
権
大
会
が
、

令
和
７
年
１
月
に
は
第
80
回

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
冬
期
大

会
な
ど
が
、
ふ
く
ち
ア
イ
ス

ア
リ
ー
ナ
で
開
催
予
定
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

冷
却
設
備
の
修
繕
の
実
施
や

フ
ロ
ン
ガ
ス
の
備
蓄
な
ど
、

今
後
も
継
続
し
て
運
営
で
き

る
よ
う
対
応
し
て
い
る
。

　
ウ
オ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー

解
体
工
事
は
、
５
月
31
日
ま

で
を
工
期
と
し
て
実
施
し
て

い
る
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な

設
備
を
建
設
す
る
の
が
よ
い

か
調
査
・
検
討
を
行
う
。

　
健
康
増
進
の
た
め
、
メ
タ

ボ
す
っ
き
り
解
消
教
室
や
、

夏堀嘉一郎 議員

　
　
全
国
規
模

　
　
の
大
会
の

開
催
や
設
備
の

充
実
を
行
っ
て

い
る
。

答

　
　
バ
ー
デ
パ

　
　
ー
ク
の
今

後
の
取
り
組
み

は
。 問

か
ら
だ
元
気
教
室
な
ど
、
町

が
委
託
し
て
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
の
利
用
者
が
微
増
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
運
動
器
具
の

更
新
を
行
っ
て
い
る
。

質
　問
　災
害
時
に
最
前
線

で
復
旧
や
救
援
活
動
を
し
て

い
る
町
内
業
者
を
町
と
し
て

も
育
成
を
し
て
い
く
こ
と
が

必
然
で
あ
り
、
健
全
な
事
業

運
営
の
た
め
に
は
公
正
な
入

札
制
度
も
ま
た
必
然
に
な
る

と
思
い
、
次
の
質
問
を
す
る
。

①
大
災
害
が
発
生
し
た
場
合

に
、
被
害
を
最
小
限
に
す
る

た
め
の
応
急
工
事
対
応
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

②
町
の
公
共
工
事
発
注
お
よ

び
契
約
の
考
え
方
や
社
会
保

険
加
入
の
確
認
は
。

③
入
札
を
行
う
工
事
で
直
接

積
算
業
務
に
関
わ
る
職
員
と
、

そ
の
職
員
の
親
族
会
社
の
指

名
の
あ
り
方
は
。
ま
た
、
そ

　
　
災
害
時
に

　
　
お
け
る
応

急
工
事
の
対
応

は
。 問

の
職
員
が
配
置
さ
れ
た
年
度

か
ら
今
ま
で
の
親
族
会
社
の

指
名
件
数
お
よ
び
契
約
の
有

無
と
件
数
に
つ
い
て
、
あ
っ

た
場
合
は
、
受
注
時
の
予
定

価
格
と
契
約
金
額
は
。

町
長
答
弁

①
南
部
町
地
域

防
災
計
画
に
基
づ
い
て
対
応

し
て
お
り
、
具
体
的
に
は
、

土
砂
な
ど
が
住
家
や
道
路
な

ど
に
堆
積
し
た
場
合
は
、
町

職
員
が
応
急
対
応
す
る
ほ
か
、

土
木
建
築
事
業
者
な
ど
の
協

力
を
得
て
、
速
や
か
に
対
応

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
町

内
32
業
者
と
災
害
時
に
お
け

る
応
急
対
策
業
務
に
関
す
る

協
定
書
を
締
結
し
、
協
力
体

制
を
確
保
し
て
い
る
。

副
町
長
答
弁

②
公
共
工
事

の
発
注
お
よ
び
契
約
は
町
内

業
者
の
育
成
に
配
慮
し
、
条

件
付
き
一
般
競
争
入
札
お
よ

び
指
名
競
争
入
札
に
よ
る
契

約
を
主
と
し
て
い
る
。

　
　
町
内
業
者

　
　
と
協
力
体

制
を
確
保
し
て

い
る
。

答

　
社
会
保
険
の
加
入
は
、
入

札
参
加
資
格
審
査
の
際
に
確

認
し
て
い
る
。

③
全
て
の
職
員
は
公
務
員
と

し
て
の
守
秘
義
務
が
あ
り
、

南
部
町
建
設
業
者
選
定
規
程

に
基
づ
き
適
切
な
指
名
を

行
っ
て
い
る
。
親
族
か
否
か

の
情
報
は
個
人
に
関
す
る
情

報
で
あ
り
、
答
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

質
　問
　学
校
統
廃
合
の
進

め
方
に
つ
い
て
、
次
の
質
問

を
す
る
。

①
検
討
委
員
会
委
員
の
人
選

方
法
は
。
ま
た
、
そ
の
委
員

会
の
権
限
は
。

②
町
民
か
ら
の
直
接
的
な
意

見
を
聞
く
こ
と
が
必
須
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
そ
の
意
見

を
吸
い
上
げ
る
機
会
が
あ
る

の
か
。
ま
た
、
そ
の
機
会
は
、

ど
の
よ
う
な
方
法
で
進
め
て

い
く
の
か
。

　
　
学
校
統
廃

　
　
合
に
つ
い

て
、
町
民
か
ら

意
見
を
聞
く
機

会
は
。

問

教
育
長
答
弁

①
委
員
に
は
、

学
識
経
験
者
２
名
、
保
護
者

の
代
表
７
名
、
関
係
団
体
の

代
表
３
名
の
全
12
名
の
識
見

豊
か
な
方
々
を
選
出
し
委
嘱

し
て
い
る
。

　
権
限
は
、
児
童
生
徒
を
取

り
巻
く
状
況
や
地
域
の
実
情

な
ど
を
も
と
に
、
学
校
の
統

廃
合
に
関
す
る
具
体
的
な
方

策
を
検
討
し
、
提
言
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。

②
検
討
委
員
会
で
ま
と
め
た

具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
、

地
域
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
を

い
た
だ
く
た
め
、
令
和
２
年

度
中
に
南
部
地
区
、
名
川
地

区
、
福
地
地
区
、
杉
沢
地
区

で
説
明
会
の
開
催
を
予
定
し

て
い
る
。
周
知
方
法
を
工
夫

し
、
多
く
の
方
か
ら
ご
意
見

を
お
聞
き
し
、
検
討
委
員
会

と
し
て
の
最
終
意
見
を
ま
と

め
た
い
。

　
　
令
和
２
年

　
　
度
中
に
説

明
会
の
開
催
を

予
定
し
て
い

る
。 答

も
な
り
得
る
も
の
と
考
え
、

健
康
宣
言
を
掲
げ
た
当
町
の

今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

議会傍聴
　第 92 回定例会では、南部ロータリークラブと
まべち笑楽校が議会を傍聴しました。
　南部ロータリークラブの５人は３月２日に行わ
れた一般質問を、まべち笑楽校の６人は３月３日
に行われた議案審議を傍聴し、議場内での発言に
耳を傾けていました。

　令和元年度の決算を審査する定例会を９月に開
会する予定ですので、傍聴にお越しください。
　日程が決まり次第、町ホームページなどでお知
らせいたします。

　議会事務局　 ☎ 0178-84-2124

議会を傍聴する南部ロータリークラブの皆さま議会を傍聴する南部ロータリークラブの皆さま

議会を傍聴するまべち笑楽校の皆さま議会を傍聴するまべち笑楽校の皆さま

西野耕太郎 議員

質
　問
人
口
定
住
対
策
、

さ
ら
に
は
町
有
地
の
有
効
利

用
と
し
て
実
施
し
た
、
剣
吉

中
学
校
跡
地
の
チ
ェ
リ
ー
タ

ウ
ン
桜
場
は
、
40
区
画
中
31

区
画
の
申
し
込
み
が
あ
り
、

好
評
を
得
て
い
る
。

　引
き
続
き
第
２
弾
、
第
３

弾
を
行
う
べ
き
と
思
う
が
、

町
長
の
考
え
は
。

　
　
チ
ェ
リ
ー

　
　
タ
ウ
ン
桜

場
に
続
く
人
口

減
少
対
策
は
。

問町
長
答
弁

剣
吉
中
学
校
跡

地
に
宅
地
造
成
し
、
昨
年
か

　
　
宅
地
分
譲

　
　
事
業
を
引

き
続
き
進
め
て

い
く
。

答

ら
分
譲
販
売
し
て
い
る
チ
ェ

リ
ー
タ
ウ
ン
桜
場
は
、
本
年

２
月
末
現
在
、
40
区
画
の
う

ち
31
区
画
の
申
し
込
み
が
あ

り
、
入
居
予
定
者
の
合
計
は

31
世
帯
１
１
３
人
で
、
こ
の

う
ち
町
外
か
ら
の
転
入
予
定

者
は
20
世
帯
64
人
と
、
人
口

減
少
対
策
の
一
端
を
担
う
事

業
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
第
２
弾

以
降
の
宅
地
分
譲
事
業
に
つ

い
て
も
、
町
の
最
重
要
課
題

で
あ
る
人
口
減
少
対
策
を
推

進
し
て
い
く
上
で
非
常
に
重

要
な
事
業
で
あ
る
と
考
え
、

今
後
も
引
き
続
き
進
め
て
い

く
。

　
具
体
的
に
は
、
杉
沢
地
区

に
あ
け
ぼ
の
団
地
、
第
２
あ

け
ぼ
の
団
地
に
続
く
、
第
３

あ
け
ぼ
の
団
地
と
し
て
新
た

な
宅
地
分
譲
地
の
候
補
地
選

定
や
概
算
事
業
費
の
算
出
な

ど
の
た
め
の
調
査
計
画
業
務

を
予
定
し
て
い
る
。

質
　問
　町
内
の
小
学
校
で

は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を

実
施
す
る
体
制
が
整
っ
て
い

る
の
か
。

　ま
た
、
教
職
員
、
教
材
の

整
備
や
体
制
は
整
っ
て
い
る

の
か
。

　
　
小
学
校
で

　
　
は
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育

を
実
施
す
る
体

制
は
整
っ
て
い

る
の
か
。

問教
育
長
答
弁

生
活
が
デ
ジ

タ
ル
化
し
、Ａ
Ｉ
な
ど
の
新
た

な
技
術
が
生
ま
れ
る
中
で
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
積
極
的
に

活
用
す
る
力
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
的
思
考
力
、
つ
ま
り
論

　
　
教
員
が
研

　
　
修
に
参
加

す
る
な
ど
、
体

制
を
整
え
て
い

る
。 答

理
的
思
考
力
が
、
今
の
子
ど

も
た
ち
に
は
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　
小
・
中
・
高
等
学
校
を
通

じ
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
令
和

２
年
度
か
ら
小
学
校
の
学
習

指
導
要
領
で
導
入
さ
れ
る
。

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
小

学
校
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

の
普
及
啓
発
を
図
る
た
め
、

小
学
校
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
普
及
啓
発
事
業
を
実
施
し
、

小
学
校
教
員
を
対
象
に
研
修

を
行
っ
て
い
る
。
県
総
合
学

校
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
授
業

の
進
め
方
や
教
員
一
人
ひ
と

り
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
夏
季
休
業

や
冬
季
休
業
を
利
用
し
た
研

修
も
行
っ
て
い
る
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
で

は
、
各
学
校
の
創
意
工
夫
に

よ
り
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、

児
童
が
楽
し
く
、
興
味
を
持

ち
、
意
欲
的
に
取
り
組
め
る

よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
が
提
供
さ
れ
て
お
り
、

令
和
２
年
度
に
購
入
す
る
予

定
で
あ
る
。
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◉一　般　質　問◉一般質問、議会傍聴
質
　問
　「病
気
に
な
ら
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
の
施
設
」

を
目
的
と
し
て
建
設
さ
れ
た

バ
ー
デ
パ
ー
ク
は
、
現
在
、

ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
の
製
氷
に

使
用
す
る
フ
ロ
ン
ガ
ス
が
購

入
で
き
な
く
な
る
こ
と
や
、

バ
ー
デ
ハ
ウ
ス
の
ウ
オ
ー

タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
解
体
な
ど

に
直
面
し
て
い
る
。

　短
命
県
返
上
の
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
て
い

る
青
森
県
と
よ
り
一
層
連
携

し
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
、
町
民
の

健
康
と
生
命
を
守
っ
て
い
く

こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
と
思

い
、
ま
た
、
バ
ー
デ
パ
ー
ク

は
県
全
体
で
取
り
組
ん
で
い

る
対
策
の
中
心
的
な
施
設
に

町
長
答
弁

令
和
４
年
１
月

に
は
第
71
回
全
国
高
等
学
校

ス
ケ
ー
ト
競
技
・
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
競
技
選
手
権
大
会
が
、

令
和
７
年
１
月
に
は
第
80
回

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
冬
期
大

会
な
ど
が
、
ふ
く
ち
ア
イ
ス

ア
リ
ー
ナ
で
開
催
予
定
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

冷
却
設
備
の
修
繕
の
実
施
や

フ
ロ
ン
ガ
ス
の
備
蓄
な
ど
、

今
後
も
継
続
し
て
運
営
で
き

る
よ
う
対
応
し
て
い
る
。

　
ウ
オ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー

解
体
工
事
は
、
５
月
31
日
ま

で
を
工
期
と
し
て
実
施
し
て

い
る
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な

設
備
を
建
設
す
る
の
が
よ
い

か
調
査
・
検
討
を
行
う
。

　
健
康
増
進
の
た
め
、
メ
タ

ボ
す
っ
き
り
解
消
教
室
や
、

夏堀嘉一郎 議員

　
　
全
国
規
模

　
　
の
大
会
の

開
催
や
設
備
の

充
実
を
行
っ
て

い
る
。

答

　
　
バ
ー
デ
パ

　
　
ー
ク
の
今

後
の
取
り
組
み

は
。 問

か
ら
だ
元
気
教
室
な
ど
、
町

が
委
託
し
て
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
の
利
用
者
が
微
増
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
運
動
器
具
の

更
新
を
行
っ
て
い
る
。

質
　問
　災
害
時
に
最
前
線

で
復
旧
や
救
援
活
動
を
し
て

い
る
町
内
業
者
を
町
と
し
て

も
育
成
を
し
て
い
く
こ
と
が

必
然
で
あ
り
、
健
全
な
事
業

運
営
の
た
め
に
は
公
正
な
入

札
制
度
も
ま
た
必
然
に
な
る

と
思
い
、
次
の
質
問
を
す
る
。

①
大
災
害
が
発
生
し
た
場
合

に
、
被
害
を
最
小
限
に
す
る

た
め
の
応
急
工
事
対
応
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

②
町
の
公
共
工
事
発
注
お
よ

び
契
約
の
考
え
方
や
社
会
保

険
加
入
の
確
認
は
。

③
入
札
を
行
う
工
事
で
直
接

積
算
業
務
に
関
わ
る
職
員
と
、

そ
の
職
員
の
親
族
会
社
の
指

名
の
あ
り
方
は
。
ま
た
、
そ

　
　
災
害
時
に

　
　
お
け
る
応

急
工
事
の
対
応

は
。 問

の
職
員
が
配
置
さ
れ
た
年
度

か
ら
今
ま
で
の
親
族
会
社
の

指
名
件
数
お
よ
び
契
約
の
有

無
と
件
数
に
つ
い
て
、
あ
っ

た
場
合
は
、
受
注
時
の
予
定

価
格
と
契
約
金
額
は
。

町
長
答
弁

①
南
部
町
地
域

防
災
計
画
に
基
づ
い
て
対
応

し
て
お
り
、
具
体
的
に
は
、

土
砂
な
ど
が
住
家
や
道
路
な

ど
に
堆
積
し
た
場
合
は
、
町

職
員
が
応
急
対
応
す
る
ほ
か
、

土
木
建
築
事
業
者
な
ど
の
協

力
を
得
て
、
速
や
か
に
対
応

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
町

内
32
業
者
と
災
害
時
に
お
け

る
応
急
対
策
業
務
に
関
す
る

協
定
書
を
締
結
し
、
協
力
体

制
を
確
保
し
て
い
る
。

副
町
長
答
弁

②
公
共
工
事

の
発
注
お
よ
び
契
約
は
町
内

業
者
の
育
成
に
配
慮
し
、
条

件
付
き
一
般
競
争
入
札
お
よ

び
指
名
競
争
入
札
に
よ
る
契

約
を
主
と
し
て
い
る
。

　
　
町
内
業
者

　
　
と
協
力
体

制
を
確
保
し
て

い
る
。

答

　
社
会
保
険
の
加
入
は
、
入

札
参
加
資
格
審
査
の
際
に
確

認
し
て
い
る
。

③
全
て
の
職
員
は
公
務
員
と

し
て
の
守
秘
義
務
が
あ
り
、

南
部
町
建
設
業
者
選
定
規
程

に
基
づ
き
適
切
な
指
名
を

行
っ
て
い
る
。
親
族
か
否
か

の
情
報
は
個
人
に
関
す
る
情

報
で
あ
り
、
答
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

質
　問
　学
校
統
廃
合
の
進

め
方
に
つ
い
て
、
次
の
質
問

を
す
る
。

①
検
討
委
員
会
委
員
の
人
選

方
法
は
。
ま
た
、
そ
の
委
員

会
の
権
限
は
。

②
町
民
か
ら
の
直
接
的
な
意

見
を
聞
く
こ
と
が
必
須
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
そ
の
意
見

を
吸
い
上
げ
る
機
会
が
あ
る

の
か
。
ま
た
、
そ
の
機
会
は
、

ど
の
よ
う
な
方
法
で
進
め
て

い
く
の
か
。

　
　
学
校
統
廃

　
　
合
に
つ
い

て
、
町
民
か
ら

意
見
を
聞
く
機

会
は
。

問

教
育
長
答
弁

①
委
員
に
は
、

学
識
経
験
者
２
名
、
保
護
者

の
代
表
７
名
、
関
係
団
体
の

代
表
３
名
の
全
12
名
の
識
見

豊
か
な
方
々
を
選
出
し
委
嘱

し
て
い
る
。

　
権
限
は
、
児
童
生
徒
を
取

り
巻
く
状
況
や
地
域
の
実
情

な
ど
を
も
と
に
、
学
校
の
統

廃
合
に
関
す
る
具
体
的
な
方

策
を
検
討
し
、
提
言
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。

②
検
討
委
員
会
で
ま
と
め
た

具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
、

地
域
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
を

い
た
だ
く
た
め
、
令
和
２
年

度
中
に
南
部
地
区
、
名
川
地

区
、
福
地
地
区
、
杉
沢
地
区

で
説
明
会
の
開
催
を
予
定
し

て
い
る
。
周
知
方
法
を
工
夫

し
、
多
く
の
方
か
ら
ご
意
見

を
お
聞
き
し
、
検
討
委
員
会

と
し
て
の
最
終
意
見
を
ま
と

め
た
い
。

　
　
令
和
２
年

　
　
度
中
に
説

明
会
の
開
催
を

予
定
し
て
い

る
。 答

も
な
り
得
る
も
の
と
考
え
、

健
康
宣
言
を
掲
げ
た
当
町
の

今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

議会傍聴
　第 92 回定例会では、南部ロータリークラブと
まべち笑楽校が議会を傍聴しました。
　南部ロータリークラブの５人は３月２日に行わ
れた一般質問を、まべち笑楽校の６人は３月３日
に行われた議案審議を傍聴し、議場内での発言に
耳を傾けていました。

　令和元年度の決算を審査する定例会を９月に開
会する予定ですので、傍聴にお越しください。
　日程が決まり次第、町ホームページなどでお知
らせいたします。

　議会事務局　 ☎ 0178-84-2124

議会を傍聴する南部ロータリークラブの皆さま議会を傍聴する南部ロータリークラブの皆さま

議会を傍聴するまべち笑楽校の皆さま議会を傍聴するまべち笑楽校の皆さま

西野耕太郎 議員

質
　問
人
口
定
住
対
策
、

さ
ら
に
は
町
有
地
の
有
効
利

用
と
し
て
実
施
し
た
、
剣
吉

中
学
校
跡
地
の
チ
ェ
リ
ー
タ

ウ
ン
桜
場
は
、
40
区
画
中
31

区
画
の
申
し
込
み
が
あ
り
、

好
評
を
得
て
い
る
。

　引
き
続
き
第
２
弾
、
第
３

弾
を
行
う
べ
き
と
思
う
が
、

町
長
の
考
え
は
。

　
　
チ
ェ
リ
ー

　
　
タ
ウ
ン
桜

場
に
続
く
人
口

減
少
対
策
は
。

問町
長
答
弁

剣
吉
中
学
校
跡

地
に
宅
地
造
成
し
、
昨
年
か

　
　
宅
地
分
譲

　
　
事
業
を
引

き
続
き
進
め
て

い
く
。

答

ら
分
譲
販
売
し
て
い
る
チ
ェ

リ
ー
タ
ウ
ン
桜
場
は
、
本
年

２
月
末
現
在
、
40
区
画
の
う

ち
31
区
画
の
申
し
込
み
が
あ

り
、
入
居
予
定
者
の
合
計
は

31
世
帯
１
１
３
人
で
、
こ
の

う
ち
町
外
か
ら
の
転
入
予
定

者
は
20
世
帯
64
人
と
、
人
口

減
少
対
策
の
一
端
を
担
う
事

業
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
第
２
弾

以
降
の
宅
地
分
譲
事
業
に
つ

い
て
も
、
町
の
最
重
要
課
題

で
あ
る
人
口
減
少
対
策
を
推

進
し
て
い
く
上
で
非
常
に
重

要
な
事
業
で
あ
る
と
考
え
、

今
後
も
引
き
続
き
進
め
て
い

く
。

　
具
体
的
に
は
、
杉
沢
地
区

に
あ
け
ぼ
の
団
地
、
第
２
あ

け
ぼ
の
団
地
に
続
く
、
第
３

あ
け
ぼ
の
団
地
と
し
て
新
た

な
宅
地
分
譲
地
の
候
補
地
選

定
や
概
算
事
業
費
の
算
出
な

ど
の
た
め
の
調
査
計
画
業
務

を
予
定
し
て
い
る
。

質
　問
　町
内
の
小
学
校
で

は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を

実
施
す
る
体
制
が
整
っ
て
い

る
の
か
。

　ま
た
、
教
職
員
、
教
材
の

整
備
や
体
制
は
整
っ
て
い
る

の
か
。

　
　
小
学
校
で

　
　
は
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育

を
実
施
す
る
体

制
は
整
っ
て
い

る
の
か
。

問教
育
長
答
弁

生
活
が
デ
ジ

タ
ル
化
し
、Ａ
Ｉ
な
ど
の
新
た

な
技
術
が
生
ま
れ
る
中
で
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
積
極
的
に

活
用
す
る
力
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
的
思
考
力
、
つ
ま
り
論

　
　
教
員
が
研

　
　
修
に
参
加

す
る
な
ど
、
体

制
を
整
え
て
い

る
。 答

理
的
思
考
力
が
、
今
の
子
ど

も
た
ち
に
は
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　
小
・
中
・
高
等
学
校
を
通

じ
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
令
和

２
年
度
か
ら
小
学
校
の
学
習

指
導
要
領
で
導
入
さ
れ
る
。

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
小

学
校
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

の
普
及
啓
発
を
図
る
た
め
、

小
学
校
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
普
及
啓
発
事
業
を
実
施
し
、

小
学
校
教
員
を
対
象
に
研
修

を
行
っ
て
い
る
。
県
総
合
学

校
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
授
業

の
進
め
方
や
教
員
一
人
ひ
と

り
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
夏
季
休
業

や
冬
季
休
業
を
利
用
し
た
研

修
も
行
っ
て
い
る
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
で

は
、
各
学
校
の
創
意
工
夫
に

よ
り
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、

児
童
が
楽
し
く
、
興
味
を
持

ち
、
意
欲
的
に
取
り
組
め
る

よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
が
提
供
さ
れ
て
お
り
、

令
和
２
年
度
に
購
入
す
る
予

定
で
あ
る
。
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常任委員会の調査結果報告

　野
山
は
新
緑
に
も
え
、

田
畑
の
豊
作
を
願
う
季
節

を
迎
え
ま
し
た
。

　議
会
広
報
委
員
会
で

は
、
町
政
に
つ
い
て
、
ま

た
、
議
会
の
様
子
や
議
員

の
活
動
状
況
に
つ
い
て
、

少
し
で
も
多
く
の
皆
さ
ま

に
分
か
り
や
す
く
お
伝
え

で
き
る
よ
う
、
そ
し
て
、

町
民
の
皆
さ
ま
に
親
し
ま

れ
る
「
議
会
だ
よ
り
」
を

お
届
け
で
き
る
よ
う
心
が

け
て
お
り
ま
す
。
お
時
間

が
合
い
ま
し
た
ら
、
議
会

傍
聴
に
も
足
を
運
ん
で
頂

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　町
民
の
皆
さ
ま
と
共
に

よ
り
よ
い
町
づ
く
り
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の

忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
お

寄
せ
頂
く
と
と
も
に
、
今

後
と
も
議
会
へ
の
ご
支

援
、
ご
鞭
撻
を
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

副
委
員
長
松
本  

啓
吾  

記

常任委員会の所管事務調査計画（令和２年度）

１）小学生イングリッシュキャンプ事業について
２）健康戦略事業の取り組みと課題について

１）町営市場の運営状況調査
２）道路整備要望箇所の現地調査

産業建設常任委員会

教育民生常任委員会

総務企画常任委員会 委 員 長：八木田 憲司　副委員長：工藤 正孝
委 　 員：川守田 稔、夏堀 嘉一郎、久保 利樹

委 員 長：根市 勲　副委員長：西野 耕太郎
委 　 員：沼畑 俊一、夏堀 文孝、中舘 文雄

委 員 長：山田 賢司　副委員長：松本 啓吾
委 　 員：馬場 又彦、滝田 勉、坂本 典男、工藤 愛

１）移住・定住等イベントの取り組みについて

結 果

調 査

教育民生常任委員会 委 員 長：山田 賢司　副委員長：松本 啓吾
委　  員：馬場 又彦、滝田 勉、坂本 典男、工藤 愛

学校訪問（町内中学校）

　令和２年２月６日に町担当課の説明を受けて現地を調査し、次のとおり意見をまとめました。

⇒　特色ある学校経営事業補助金を活用し、各学
校において、地域とのつながりを大切にしなが
ら、伝統芸能の継承や農作業体験など、特色あ
る学校づくりを続けていく必要があると思われ
る。

⇒　文部科学省が進める「学校における働き方改
革」について、各学校での創意工夫だけでなく、
行政も力添えをしていく必要があると思われる。

学校統廃合に係るアンケートの結果報告について

⇒　統廃合を進めるうえで、平成 30 年度実施のアンケート結果だけでなく、地域住民の意見
も聴きながら検討していく必要があると思われる。

福地地区児童生徒送迎バス運行事業について

⇒　統廃合を進める際、町内の児童生徒の送迎バスについて運行ルートの検討だけでなく、乗
合タクシーとの併用など、通学が長時間にならないよう配慮する必要があると思われる。

結 果

調 査

結 果

調 査

産業建設常任委員会 委 員 長：根市 勲　副委員長：西野 耕太郎
委　  員：沼畑 俊一、夏堀 文孝、中舘 文雄

　令和２年２月 14日に町担当課の説明を受けて現地を調査し、次のとおり意見をまとめました。

誘致企業の現状と雇用状況について

⇒　工場の誘致だけでなく本社や関連企業を当町で操業して貰えるよう、誘致企業に対し要望
していく必要があると思われる。

⇒　町有地を有効活用できるよう、誘致企業や町内出身の企業者に対し、ＰＲしていく必要が
あると思われる。

道路整備要望箇所の現地調査

⇒　優先順位が低いまま何年も道路整備計画に
残っている路線があるが、社会情勢の変化によ
り優先順位が変化することが考えられるため、
要望から時間が経過したものについては見直し
をしていく必要があると思われる。

⇒　新規の道路整備も必要だが、補修等による維
持管理についても計画的に予算措置をしていく
必要があると思われる。

結 果

調 査

結 果

調 査 総務企画常任委員会 委 員 長：八木田 憲司　副委員長：工藤 正孝
委　  員：川守田 稔、夏堀 嘉一郎、久保 利樹

　令和２年２月７日に町担当課の説明を受けて調査し、次のとおり意見をまとめました。

空き家・空き地の現状と今後の対策について調 査

⇒　空き家等対策の推進に関する特別措置法の施行に伴い、町内空き家の実態調査等を実施し
ている。今後も、国の動向を注視しながら空き家等対策を実施していく必要があると思われ
る。

⇒　空き家の実態調査により倒壊の危険性が高い
と判断された建物については、定期的な現地調
査を実施し、倒壊等により周辺住民に被害が出
ないよう、所有者又は管理者に対し指導を続け
ていく必要があると思われる。

⇒　空き家等の利活用を推進するため、南部町空
き家・空き地バンク登録物件や利用希望者を増
やすよう、広報等を行う必要があると思われる。

結 果
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　野
山
は
新
緑
に
も
え
、

田
畑
の
豊
作
を
願
う
季
節

を
迎
え
ま
し
た
。

　議
会
広
報
委
員
会
で

は
、
町
政
に
つ
い
て
、
ま

た
、
議
会
の
様
子
や
議
員

の
活
動
状
況
に
つ
い
て
、

少
し
で
も
多
く
の
皆
さ
ま

に
分
か
り
や
す
く
お
伝
え

で
き
る
よ
う
、
そ
し
て
、

町
民
の
皆
さ
ま
に
親
し
ま

れ
る
「
議
会
だ
よ
り
」
を

お
届
け
で
き
る
よ
う
心
が

け
て
お
り
ま
す
。
お
時
間

が
合
い
ま
し
た
ら
、
議
会

傍
聴
に
も
足
を
運
ん
で
頂

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　町
民
の
皆
さ
ま
と
共
に

よ
り
よ
い
町
づ
く
り
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の

忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
お

寄
せ
頂
く
と
と
も
に
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常任委員会の所管事務調査計画（令和２年度）

１）小学生イングリッシュキャンプ事業について
２）健康戦略事業の取り組みと課題について

１）町営市場の運営状況調査
２）道路整備要望箇所の現地調査

産業建設常任委員会

教育民生常任委員会

総務企画常任委員会 委 員 長：八木田 憲司　副委員長：工藤 正孝
委 　 員：川守田 稔、夏堀 嘉一郎、久保 利樹

委 員 長：根市 勲　副委員長：西野 耕太郎
委 　 員：沼畑 俊一、夏堀 文孝、中舘 文雄

委 員 長：山田 賢司　副委員長：松本 啓吾
委 　 員：馬場 又彦、滝田 勉、坂本 典男、工藤 愛

１）移住・定住等イベントの取り組みについて

結 果

調 査

教育民生常任委員会 委 員 長：山田 賢司　副委員長：松本 啓吾
委　  員：馬場 又彦、滝田 勉、坂本 典男、工藤 愛

学校訪問（町内中学校）

　令和２年２月６日に町担当課の説明を受けて現地を調査し、次のとおり意見をまとめました。

⇒　特色ある学校経営事業補助金を活用し、各学
校において、地域とのつながりを大切にしなが
ら、伝統芸能の継承や農作業体験など、特色あ
る学校づくりを続けていく必要があると思われ
る。

⇒　文部科学省が進める「学校における働き方改
革」について、各学校での創意工夫だけでなく、
行政も力添えをしていく必要があると思われる。

学校統廃合に係るアンケートの結果報告について

⇒　統廃合を進めるうえで、平成 30 年度実施のアンケート結果だけでなく、地域住民の意見
も聴きながら検討していく必要があると思われる。

福地地区児童生徒送迎バス運行事業について

⇒　統廃合を進める際、町内の児童生徒の送迎バスについて運行ルートの検討だけでなく、乗
合タクシーとの併用など、通学が長時間にならないよう配慮する必要があると思われる。

結 果

調 査

結 果

調 査

産業建設常任委員会 委 員 長：根市 勲　副委員長：西野 耕太郎
委　  員：沼畑 俊一、夏堀 文孝、中舘 文雄

　令和２年２月 14日に町担当課の説明を受けて現地を調査し、次のとおり意見をまとめました。

誘致企業の現状と雇用状況について

⇒　工場の誘致だけでなく本社や関連企業を当町で操業して貰えるよう、誘致企業に対し要望
していく必要があると思われる。

⇒　町有地を有効活用できるよう、誘致企業や町内出身の企業者に対し、ＰＲしていく必要が
あると思われる。

道路整備要望箇所の現地調査

⇒　優先順位が低いまま何年も道路整備計画に
残っている路線があるが、社会情勢の変化によ
り優先順位が変化することが考えられるため、
要望から時間が経過したものについては見直し
をしていく必要があると思われる。

⇒　新規の道路整備も必要だが、補修等による維
持管理についても計画的に予算措置をしていく
必要があると思われる。

結 果

調 査

結 果

調 査 総務企画常任委員会 委 員 長：八木田 憲司　副委員長：工藤 正孝
委　  員：川守田 稔、夏堀 嘉一郎、久保 利樹

　令和２年２月７日に町担当課の説明を受けて調査し、次のとおり意見をまとめました。

空き家・空き地の現状と今後の対策について調 査

⇒　空き家等対策の推進に関する特別措置法の施行に伴い、町内空き家の実態調査等を実施し
ている。今後も、国の動向を注視しながら空き家等対策を実施していく必要があると思われ
る。

⇒　空き家の実態調査により倒壊の危険性が高い
と判断された建物については、定期的な現地調
査を実施し、倒壊等により周辺住民に被害が出
ないよう、所有者又は管理者に対し指導を続け
ていく必要があると思われる。

⇒　空き家等の利活用を推進するため、南部町空
き家・空き地バンク登録物件や利用希望者を増
やすよう、広報等を行う必要があると思われる。

結 果
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新型コロナウイルス感染症対策として、様々な方からマスク等の寄付をいただきました。
これらは、町内小中学校、学童保育、認定こども園、福祉施設等に配布しました。ありがとう
ございました。

【１】 【２】

【３】 【４】 【５】

【６】

温かい善意に感謝します
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寄付していただいた皆さん
【１】南部町社会福祉協議会 手作りマスク
【２】ラッキー工業八戸工場 手作りマスク
【３】菅文 不織布マスク
【４】三戸ロータリークラブ 次亜塩素酸水
【５】安忠商事トップワーカーズ　不織布マスク
【６】青森県東部地区郵便局長会

青森県東部地区郵便局長婦人会
不織布マスク
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